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平成１９年１２月６日（２） 

開議  １０時０１分 

○議長 秋成茂信君 

 皆さん、おはようございます。 

只今の出席議員は１４名で定足数に達していますので、これより本日の会議を開きます。 

 日程第１ 一般質問、１日目を行います。 

質問の順序は、発言通告書提出の順序といたします。初めに、古川哲也議員。 

○３番 古川哲也君 

 おはようございます。だんだん寒くなり、季節が変わっていくのを肌で感じられます。 

いよいよ今年も後１ヵ月を切り、平成１９年も終わろうとしております。 

それでは、壇上より質問をさせて頂きます。 

今回は、３点につきましてお聞きいたします。まず、1 点目といたしまして、後期高齢者

医療保険制度についてであります。国は、平成２０年度より新しく後期高齢者医療保険と

いう制度をつくり、７５歳以上の国民を対象に医療制度の維持並びに今後、高齢化に伴う

医療費の増加を理由に、保険料の徴収をはじめようとしております。このことを市民にお

話しても、あまりぴんときてないように思われます。 

新聞やメディアの報道では、政府自由民主党は先の参議院選挙の大敗で、実施するのを

半年間、凍結、また、その半年は１割負担にするようであります。しかし、そこはどのよ

うになるのか。また本当なのか、お聞かせください。この医療保険は、県ごとの運営にな

っております。先の議会で、豊前市からは釜井市長が選任されました。話はどのようにな

っているのでしょうか。 

それから料金のことでありますが、一番尐ないのが、年額で青森県の４万数千円、一番

高いのは神奈川県の 9 万数千円で２倍の差があります。１２月３日の毎日新聞の報道で、

金額は西高東低の冬の気象状況に似ていると書いておりました。福岡県も高いほうに位置

していますが、正確にいくらになるのでしょうか、お聞かせください。また、この保険は

年額１８万円以上の収入の国民が対象となるわけでありますが、減免措置はどのようにな

っているのか、お聞かせください。前に戻りますが、市民は知らない方が多いように思わ

れますが、広報や周知の徹底については、どのような考えがあるかもお知らせください。 

 第２点につきましては、合併についてであります。これは幾度となく私は質問しており

ますが、現在、動きがないように思われます。本年８月にお互い法定協をつくっている吉

富町の今冨町長は、合併はしないと結論を出しております。合併新法は、平成２２年３月

３１日に失効いたします。あと２年数ヵ月しか時間はありません。 

そこで質問でありますが、今も新法内で行う気持ちがあるのか、お聞かせください。 

また吉富町以外でも、例えば、上毛町という考えの選択肢も持っているのか、いいと考え

ますが如何でしょうか。それと今後、法定協を組んでいる吉富町と、どのような考えで接
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していこうと思っているのか、お聞かせください。 

後、福岡県のサポートについてであります。去年の今頃は、できるようにとのことで足

繁く来て頂いたことを思い出します。しかし暗礁に乗り上げている現状では、その動き行

動が見えません。福岡県にも働きかけるのがいいと思いますが、如何でしょうか。 

 第３点目は、豊前市職員の意識向上についてであります。先の議会で、私は豊前市の職

員は素晴らしいことを申し上げましたが、今回は、もう尐し頑張れという立場で質問をい

たします。今、豊前市第４次後期基本計画を策定中であります。各委員のお蔭で素晴らし

いものができつつあります。しかしアンケートしてみると知らない、知っているけれど読

んだことがないが７０数パーセントあり、また無回答もありました。 

これではコンサルタントに高額な謝礼をして素晴らしいものをつくっても、絵に描いた

餅になると思います。これから素晴らしい豊前市にするのだ、という共通認識を持って頂

きたいと思いますが、如何でしょうか。また、ここに出てきている執行部と連絡体制はど

のように行っているか、お聞かせください。若い職員とコミュニケーションをとることも

大切と思いますが如何でしょうか。以上、壇上よりの質問を終わらせて頂きます。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 古川哲也議員のご質問の中で、３番目の豊前市職員の意識向上につきましては、マスタ

ープランの担当であります総合政策課長からの答弁とし、壇上から、私からは１番の後期

高齢者医療制度、２番目、合併問題について、ご答弁させて頂きます。 

 答弁書を書いておりますので、まず答弁書どおり読まさせて頂きます。 

議員ご質問のように後期高齢者医療制度は、平成２０年４月１日実施の予定で計画が進め

られております。平成１９年３月６日に議決頂き、福岡県後期高齢者医療広域連合が設置

されましたが、７月３０日の広域連合臨時議会におきまして、関係諸条例が整備されまし

た。そして１１月２２日の第２回臨時議会で、保険料等の決定がなされました。 

平成２０年度及び平成２１年度の所得割率・被保険者均等割額・保険料の賦課限度額が

決定されましたが、その数字は１００分の９．２４、５万９３５円、５０万円と決定され

ております。広域連合の発表によれば１人当たりの平均額は、福岡県では、年額８万３７

４０円になると見込んでおります。また、軽減及び減免措置につきましても、これまでの

国民健康保険と同じような基準で運用していきますし、政府も本年 6 月の参議院選挙結果

を見て、軽減措置を期限付きではありますが実施するようにしております。 

広域連合では、１月末までに保険料の賦課基準のシステムを確定し、各市町村は２月被

保険者の保険料の算定作業に着手、３月には保険証書を配布する計画であります。 

後期高齢者医療制度の広報については、豊前市報、敬老会、毎月行う老人医療受給者証

配布時、前期老人医療受給者証配布時等、機会を捉えて広報に努めてまいりましたが、１
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１月２２日、広域連合議会の決定にそった保険料等の試算内容は、１月の市報に掲載し、

２月には各公民館で説明会をするように進めていきます。市民の皆様にご迷惑をおかけし

ないよう、情報をできるだけ早くお知らせするよう努力していますので、議員の皆様方の

ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 次に、合併問題でございます。議員お尋ねの合併問題について、ご答弁申し上げます。 

市町村の合併特例に関する法律、いわゆる旧法が平成１７年３月で終了し、翌４月より平

成２２年 3 月までの５年時限立法で、市町村の合併の特例等に関する法律新法が制定施行

されました。新法は旧法と違い、合併特例債等の優遇措置が尐なくなっておりますが、そ

れでも、普通交付税額算定特例による算定替猶予や、猶予後の激変緩和措置、それから合

併推進債等の措置があり、期限までの合併は必要と思っております。 

福岡県においては、合併新法第５９条に基づく合併の推進の方策として、平成１８年４

月、福岡県市町村合併推進構想を策定しておりますが、その中の当該地区の記述としては、

生活圏として豊前市・吉富町・上毛町及び築上町が１つとなっているが、上毛町と築上町

は合併をしたばかりであり、新町としての一体性を確立することが急務であり、現時点で

は、豊前市と吉富町を構想対象市町村と位置付けるとあります。 

従いまして、合併協議会も設置済であります吉富町の合併を優先しなければと考えてい

るところでありますが、議員ご案内のとおり、４月の吉富町長及び町議会選挙の結果、合

併慎重派の執行部になったため、推進が困難となっております。現在、福岡県及び豊前市

としましては、吉富町の合併推進派議員との協議を重ねているところです。今後も豊築は

１つの信念のもと、鋭意努力をしていきたいと思いますので、議員におかれましても、ご

協力とご支援をよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 井上 章君 

 総合政策から、第４次総合計画の職員の認知について、お答えいたします。 

第４次総合計画は、平成１４年度策定、１５年から２４年までの１０年間の期間でありま

す。本年で前期の５年が終了します。今後の２４年まで、５年間の後期基本計画を現在、

審議会、策定委員会を設置して策定しておるところであります。 

議員お尋ねの認知につきましては、後期基本計画を策定する上で、全職員にも意向調査

を実施いたしました。認知度は低く、その割合は認知していないが１３．１％、している

が殆ど読んだことがないを含めまして７０．１％でございました。このことから、後期基

本計画を策定する上で、認知をあげることも課題ととらえ、８月から３回ほど職員による

ワーキングを実施し、そのテーマにも取り上げ議論しました。その結果を十分考慮し反映

した後期基本計画にしたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○議長 秋成茂信君 
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 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 それでは、自席より再質問させて頂きます。まず、はじめに後期高齢者医療保険であり

ます。平成２０年４月１日よりの開始と言われましたが、よく今メディアで報道されてい

ます２０年４月１日から半年間は緩和措置をとる。その後１０月から３月までの半年間は、

対象の今８万３７４０円と言われましたが、その１割をとるということが報道されていま

すが、本当にそういうふうになるのでしょうか。 

○議長 秋成茂信君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 今の質問は一部のものと言いますか、後期高齢者医療制度に関する前述において、被保

険者、保険の被扶養者であったものが、平成２０年４月から 9月までの負担がないという

ことになるわけで、それから１０月から２１年３月まで 9割が軽減されます、ということ

です。そのものはどういうものかと言いますと、通常、社会保険の扶養とされるものだと

認識しております。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 それでは、国民健康保険に加入されている方は対象外ということで理解していいのか。 

○議長 秋成茂信君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 国民保険は、そもそも扶養者で負担をとられているということで、その他組合保険とか

船員保険、それから共済組合、さっき言われた国民保険等も対象外とされています。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 それで８万３７４０円と市長は言われましたが、全国的にみても高いほうの位置に入る

のじゃないかと思います。ある報道では、一番高いのは神奈川県が 9万数千円。一番安い

のが青森県の４万数千円ということであります。１２月５日の毎日新聞ですが、３つのケ

ース別に全然違ってくるわけであります。これは３つのケースを言っております。 

第１番目が、夫７８歳、年収年金が２０１万円、妻は７６歳、年収は年金７９万円とい

うケース。２番目は、夫は７９歳、年金１６７万円、妻が８０歳、年収年金が７９万円。

５０歳の子どもが世帯主で、会社員で年収７００万円、その妻は５０歳で年収なしという

ケース。第３番目のケースが、７７歳の男性１人暮らし、２０１万円の年収の年金生活者
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ということですが、２番と３番については、福岡県が一番高くなっております。 

ちょっと読ませてもらいますが、７７歳の男性１人暮らし、２０１万円の年金生活者、

２割軽減で６万１７２８円になっています。男性の場合、均等割が２割軽減の対象になる

ため、所得割と合わせて保険料が６万１７２８円になる。単身世帯の場合、２割軽減の境

目は２０３万円で、これを超えた例えば２０８万円では、保険料が７万３８８０円と１万

円以上アップする。なお２０１万円の年金受給者の保険料は、ケース１と同様、最も高い

のは福岡県で８万５１００円、最も低い長野県とは、２万５１００円と開きがあり、負担

感は大きく異なるということでありますが、このことについて、福岡県で算定するのでし

ょうが、こういう金額は決定で、こういう金額になるのでしょうか。 

○議長 秋成茂信君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 ２２日の議決を受けて県連合から、それぞれの市町村にモデルを発表されています。 

それから、新聞等でいろんな報道がなされていますが、一番高いと言われている算定の根

拠は、大体モデルを示して年額２０１万円の厚生年金受給者のモデルを全国でしておりま

す。その金額が全国１ということで、先ほど言いましたのは、全対象者を平均したのが８

万３７４０円で、これが全国で５位になります。 

それから、２０１万円のモデルを示したのは８万５１００円で、全国１の金額になりま

す。これは実際に広域連合をつくる前に、予想できたことで、１つは国民健康保険の医療

費が全国１の金額になっておりますから、当然、後期高齢者という７５歳以上の年齢もあ

りますが、実際に予想としては、全国１の医療費になるのじゃないかということで、以前

から予想しております。そういうことでモデルですが、多分、広域連合がモデルを実際に

あげて公表したということは、この金額になるものだと思っております。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 これは年額１８万円以上の人が対象ですね。年額１８万円といったら１ヵ月１万５００

０円ですよね。今、国保と同様の減免措置があるということですね。均等割は世帯の総所

得により７割、５割、２割の軽減措置があるということですが、もし年金が年間１８万円

ぐらいしかないという方は、どのくらいの軽減措置の金額になるでしょうか。 

○議長 秋成茂信君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 その計算はまだされておりません。実際に、それぞれの年金額については、まだシステ

ムが稼動したばかりで、システムの試算という形で今なされていますから、その金額がい
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くらになるかは今のところはっきりいたしません。先ほど言われました件については、１

８万円以上で、かつ介護保険と合わせた保険料額が、年金額の２分の１の場合は、年金か

ら法律事項で天引きをされます。それは特別徴収という形で徴収されるようになります。 

それ以外の部分、多分以下になると思いますが、普通徴収で国民健康保険と同じような

形で納付書を配布して、それで口座振り替え等で納入して頂くということになります。 

金額は、まだはっきりいくらとはなっておりません。  

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 私の例が一番いいかと思いますが、うちの例でしますと、うちの母親は７９歳です。 

今度、高齢の医療に入りますね。お袋は私の扶養になっています。今、国民健康保険です

から、親はお金を払いますね。その時に軽減措置があるわけですが、来年のみ年３７８０

円、激変緩和措置ということで書いていますが、扶養されている者に対して、要するに緩

和措置がありますか。 

○議長 秋成茂信君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 その件はモデルが示された件以外については、今のところ試算しておりませんし、広域

連合から来ておりません。ですから、はっきりしているのは社会保険の扶養者ということ

で軽減措置があるわけで、その他については、世帯の所得割で軽減措置ということで国民

健康保険でもありますが、７割、５割、２割軽減という形で示されますから、その辺は今

のところはっきりしないでご容赦願いたいと思います。 

１月の各公民館の説明会では、その辺のところを回答できるようにしたいと思います。

しかし個々の金額については、公表は４月１日以降の関係となりますので、個々の公表は

非常に難しいところがあります。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 これは初めてのことであります。職員も国がどうするのか迷っている段階で、市町村の

職員に聞くのも可哀相かなと思いますが、徴収されるのは市民ですし、いくらになるのか

というのは関心があります。だから今、周知徹底と言われましたが、皆さんに各公民館で

２月に説明会を開くと申していましたが、そこでは、できるだけの人に来て頂いて来年４

月からこうなるのだ、ということを分かって頂かないと、私も今、周りのお年寄りに言っ

てもピンときてないようにあります。特に、子どもの扶養になっているお年寄りは、今ま

で子供が払いよるからという感じで、あまり保険に対してピンときてないわけです。 
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いや、これからあなたの年金から天引きされるんだと言っても、そんなことというみた

いで分かってないように思われます。金額がいくらになるかというのは、今からシステム

で所得とかの割合で対象になってくるでしょうが、市民に対して、平成２０年４月からこ

うなるということと、金額がいくらになるということを、十分理解して頂くように広報並

びに周知の徹底をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 次に、合併についてであります。今、市長は築上町・上毛町は合併したばかりで、新し

い町を運営していくのが先だろうということで、残ったのは、吉富町と豊前市だというこ

とで県が構想対象市町村と答弁されました。平成２２年３月に新法が切れますが、それに

向かって合併を進めるんだ、という市長の新たな決意をお聞かせください。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 一番ポイントが行政の継続性、約束の継続性、市と町、近隣との約束は、そのまま生き

ているわけです。福岡県も入りまして、この豊前市と吉富町は県の勧告を受けたことは、

やめるには両議会、両方の執行部が提案して、両議会が決議すれば消えますけれども、そ

れは両方の町・市が同時に決めなければ消えません。それで豊前市は、豊築は１つという

特に、５０数年前に築上郡のど真ん中に豊前市ができたわけですので、西と東に対する責

任があるわけですので、この勧告は生かしていきたいと思っております。 

それと今、自動車１５０万台推進の、ようやく日のあたる地域にはじめてなったわけで

あります。今までどちらかと言いますと、福岡県の東の端で、言葉は悪いけれども福岡県

のチベットじゃないかと言われた所ですが、ようやく日が当たるところですので、是非、

福岡県と共同戦線をとっていかなければならない。保健所・土木事務所・県の教育庁、い

ろんな施設が豊前市にありますが、これを死守していかなければならない。 

そのためにはどうしても、県境のデメリットをメリットに生かす。中津を一番知ってい

るのは豊前市であり吉富町である。これを県に伝えながら、麻生さんが言っている自動車

１５０万台推進は、中津のダイハツが入っているんですね。それを今から見定めていくに

は、やはりいろいろあろうけれども、がっちりと一緒になる方向にいくべき。そのために

はいろいろ悔しいけれども、豊前市が辛抱することが解決の一番いい方法だろうと確信し

ているところです。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 今、市長の決意のようなものを感じましたが、実質、合併の対象は吉富町になってくる

んですね。よく言われますが、広域圏でいろんな形でお互い協力し合っているわけです。 

ごみの清掃施設組合、また広域圏の消防も、休日急患センターの運営、並びに中学校の運
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営もお互いの信頼関係の中で行なって、現在も進めておりますが、その辺のことも含めて

将来のことも含めて、吉富町長と何かお話されたことがありますか。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

会ったときは話しています。しかし一番大事なことは、行政との約束を、いない時に来

て紙だけ置くという、こういう失礼な町はない。その件についての話は、今思っているの

はとにかく１年だけ黙っておこうと。今、予算編成して３月議会にかける。その時点まで

黙っておこう。何も言ってこないなら対応しようと思っております。 

後、日頃の関係はお話していますが、ただ、今、出てくるのは減額、予算を減らすこと、

そればかり考えているのじゃないですかね。先ほど議論した後期高齢者のこれも今、豊前

市と築上郡で県の会議は、組合長は久留米の市長ですが、全市長が全部代議員が１人、北

九州と福岡が５名で成り立っていますが、近々、京築で代議員が２人なんですよ。 

そしたら、ここで豊築は１人、行橋・京都が１人となると思いますので、益々豊前市の

役割は大きくなるわけでございます。そういうことで、広域事業の関係は、今から益々一

体的な方向になるだろうから、これを実質的な相談、話の場にするべきだなと思っており

ます。今、吉富の町長の関係は、ともかく生きていくために一生懸命で、減らすために一

生懸命、近隣の町のことを考える余裕がないだろうと思っておりますから、１年間は黙っ

ておこうと思っております。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 広い心で、こちらが受け止めるということのように理解しますが、自分の町だけなら自

分の考えでどうするというのは、それもありかもしれませんが、広域圏で事業をしている

関係は、お互いの信頼関係の上で構築されるべきと思うんです。 

そこで自分の町が苦しいから、広域圏にお金出せないとか、減額してくれというのはお

かしい話で、やはりお互いの信頼関係の中で、合併問題は進めていかなくてはならないわ

けで、その点について、吉富の町長と本音で話をするような機会がありますか。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 豊前市としては皆さんのことですが、来年３月市議選がありますね。それで一生懸命に

ならねばならんということが１つ。それが終わった段階。またお互いの予算編成、特に吉

富の場合は、はじめての経験上の予算編成の中で、必ず税収また予算を増やす方向、例え

ば吉富町の道の問題、山国川架橋の問題、うどん屋の所の道路拡張問題、これは福岡県の
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力、豊前土木事務所の力がないとできないわけですよ。そういうことも分かると思います。 

来年の予算編成で、今から苦しむだろうと思いますから、その苦しんだ後の時、豊前市

議選が終わった後に、私としては大胆にでもいいから提案し、また、方法論をとっていこ

うと思っています。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 これは私も進めていかなければならないと確信しておりますので、市長、よろしくお願

いいたします。それと福岡県ですが、昨年の今頃は、合併するとか言って議論もして足繁

く、この地まで合併対策室長などこられて、合併したらこういうメリットがあるというよ

うな話をよくしておりました。我々も議会として勉強会もさせてもらいました。 

あの時は、合併しようという雰囲気でありましたが、今は暗礁に乗り上げている現状であ

りますが、その時に、県は合併推進室までつくって合併を促してきているわけです。 

それに対して、このころの県の動きがあまりよく見えないように感じますが、福岡県の

職員間でどのようなお話をされているのか、総合政策課長ですか、どんなスケジュールで

動いているのか、またどのような感触なのか、お答えください。 

○議長 秋成茂信君 

 総合政策課長。 

○総合政策課長 井上 章君 

 お答えいたしたいと思います。８月２４日に、合併問題の調査特別委員会を開催して皆

さんに吉富とのことを報告したわけでありますが、その後２９日にも私が県にお伺いして

協議しております。それから 9月６日には、支援室長が来庁して市長、副市長と意見交換

しております。それから１１月１２日も、企画主管が来庁しております。今後どういうこ

とにするかということについては、まだなかなか難しいところがあると思っております。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 こういうことも、県の力を借りなければならない部分が多いと思います。連絡をみつに

して前に進むようにお願いしておきたいと思います。 

最後に、３点目の豊前市職員の意識改革について、意識向上について、これをテーマに

したいと思います。まず、財務課長、コンサルに頼んでいますが、いくらぐらいの契約で

お金を払っていますか。 

○議長 秋成茂信君 

 財務課長、答弁。 

○財務課長 池田直明君 
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 お答えいたします。確か５００万円だったと思います。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 ５００万円は小さいお金ではないと思います。それで意識向上で今策定中ですね。 

その前に、第４次後期基本計画に関する意識調査、市職員対象というアンケートを頂いて

おります。こういう総合計画の大きい目標を立てて、それに近づくように豊前市をもって

いくというのがつくる目的であると思います。それが１０数名が無回答になっています。 

これはどういうことですかね。 

○議長 秋成茂信君 

 総務課長、答弁。 

○総務課長 相本義親君 

 無記名で確かアンケートを取ったと思います。私もここに議員と同じデーターを持って

おりまして、今回の職員アンケートの集計結果は、真摯に私どもリーダー的立場の職員が

反省しなければならんのじゃないかと思っておるところでございます。 

まず、こういった今日の自治体を取り巻く経営の厳しさの中で、明日の豊前市をどうす

るかということについて、きちっとそれぞれが自覚を持っていくということが大切であろ

うと思っておりまして、無回答のものや、殆ど目を通したことはありません、というよう

な答えがかなりあるということについて、正直なところ尐し驚いております。 

今回のこういったデーターを、十分に私ども現状として受け止めて、担当課とともども

職員１人ひとりが危機意識をもって、今日の自治体経営を厳しい姿勢で、まず共通認識に

立つということが肝要ではないかと。私どもも、こういった計画を立てることに重点を置

いて、その後のフォローや、それがどのようにいきているかという、１つひとつの点検が

足らなかった結果が、今日このような問題を生んでいるだろうと反省しております。 

職員の姿勢というより、まず我々職員のリーダー的管理職の姿勢の脇の甘さが、このよ

うな結果を生んでいると自覚しておりまして、私自身責任の重大性を感じているところで

ございます。今後は、使命感と責任感を共通認識するために、この残された後期５年を、

この計画に基づいて一致して取り組むために、どのようにするのかということについて、

具体的な方針を議会にお示ししていきたいと。今回の結果については非常に申し訳ない結

果になっているということについては反省したいと思います。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 今のすべての回答は、今の言葉の中に入っているように思いますが、一般市民の対象の

意識調査のコンサルがアンケート取ったのは４０％ぐらいの回答率で、４０％というのは
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高いそうであります。市民の関心は高いだろうと。無作為に抽出した中で発送して返還し

たのが４０％、これは市民の意識が高いですね、とコンサルは言っていました。 

市の職員ですよね。これは外部の人も入っていますが、素晴らしい構想をつくって豊前市

をこのように素晴らしい豊前市にもっていこうという基本計画ですよね。 

基本計画がこれを見ると、事業目的の確認のためよく読むという人が５．９％、整合性を

確認する際に読むという人が１８．６％、殆ど読んだことがないという人が５７％半分以

上です。それと要するに、こういうものをつくっていること自体知らないというのが１３．

１％、その他が２．1 と未回答の分が３．４ということであります。殆ど読んだことがな

い、知らないを含めますと７０％です。結構アンケートは豊前市の全職員２５０人を対象

としました。調査の実施についてはアンケート方式のものとすると。調査票は直接配布、

回収しましたということであります。回収状況が２５０中、回収数が２３７、回収率が９

４．８と、１３の方が回収できてないということであります。 

これは今財務課長が言いました。５００万円コンサルに払っているわけですね。 

コンサルタントが５００万円儲けて、いろんな提案や、いろんなことをこうしたらいいん

じゃないですかと叩き上げて、職員の意見を聞いて、こういうことをしたほうが豊前市に

とってプラスじゃないかということでつくり上げていく。その中で我々も入っているし、

外部の方、市民も入ってよりよいものをつくっていく。しかし７割の方が見たことがない

とか、殆ど読んだことがないと言ったら、そういうこととになるわけないじゃないですか。 

そういう方向にもっていけるわけがない。 

だから私が一番危惧しているのは、多分、事業目的の活用のためによく読むとか、整合

性を確認するために読むという方は、ここの議場に出られてきている人と思うんですよ。 

若い職員とかは、あまり認知度がないと思われますが、若い職員、要するにここに出てき

てない職員に対して、どのようなコミュニケーション、どういうことをしていこうという

関係を構築していったらいいのか、ということを総務課長、考えなければならんと思いま

すが、そこに対して、今後どのようにしていく考えがあるか、お聞かせください。 

○議長 秋成茂信君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 従前、私どももそうでしたが、国・県や上司の指示待ちという姿勢が公務員には身につ

いておりまして、上から言われることを、ある程度やっていけばいいというような時代が

長く続いておりまして、そういう脇の甘さが、今日的体質を生んでいると思っております。 

昨今、時代が大きく変わりまして、それぞれ自治体間の競争の時代になっておりまして、

私どもがちゃんとしなければ、市民に多大な迷惑をかける時代になってきているのが、昨

今の状況ですから、今日の議員のご指摘については、十分私どもも反省しているところで

すので、計画をつくることに、きゅうきゅうするのではなくて、その計画をどのように具



 12 

体的にいかしていくのかについて、職員１人ひとりと、どのようにコンセンサスをとって

いくか。幸い今度ワーキンググループをつくりまして、今までは、ややもすればコンサル

任せで一部の担当者とコンサルで物事をつくっていくというシステムでしたが、係長や現

場の第一線の者たちに、このことを深く広めていこうということでおろしております。 

但し、古川議員のご指摘のように、じゃ第一線で担当として働いている職員とのコミュ

ニケーションはどうなっているのか、という課題は、相変わらず残っております。 

そういう点についても、きめ細やかに落穂を拾うように、１人ひとりの共通認識を図るよ

うに、原課とコミュニケーションをとって具体化していきたい。やはり一定程度、市民の

共通認識で後期計画が確立しました暁には、勉強会等、単なる講師を呼んで講習するとい

うよりも、担当課に重要事項等を研修し、コミュニケーションをとっていくという作業が

必要になってくるであろうと自覚しておりますので、今後とも具体的にお気付きの点につ

きましては、ご指導をよろしくお願い申し上げます。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 古川議員。 

○３番 古川哲也君 

 最後に、折角こういう素晴らしい基本計画をつくるわけであります。それも大きなお金

をかけてつくるわけであります。つくったものは絵に描いた餅にならないように、これが

豊前市政にいかされる素晴らしいものになるように、期待を込めて質問を終わらせて頂き

ます。ありがとうございました。 

○議長 秋成茂信君 

 これで古川哲也議員の質問を終わります。次に、爪丸裕和議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 今回２点についての一般質問を行います。 

まず、1 点目、企業誘致の取り組みについてです。地域間に於ける格差拡大は、私が申す

までもなく誰もが承知しているところでございます。 

本来、我が国は、財政調整制度を導入している国家であります。都市部であろうが、中

山間地域であろうが、その財政力の格差を是正し、その財源というものを国が保障してき

たわけであります。その財源にあたるものが、いうまでもなく地方交付税でした。 

小泉政権の下で進められた三位一体改革により、地方交付税はばっさり、ばっさりと打

ち切られています。その結果どうでしょうか。先の７月参議院選挙のとき、自由民主党は

地方選挙区におき見事に惨敗いたしました。あわてた政府与党は、ふるさと納税とか最近

新聞等にも出ていますが、法人事業税は東京・愛知・大阪を含めて４０００億円程度、地

方に配分しようという動きが加速いたしておるところでございます。 

 しかしながら、我が豊前市にとりましても、十分な財源につながるという保障は期待で

きないところではないかと思っております。依存財源が削減するということになれば、当
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然、自主財源というものをしっかりと確保していかなければなりません。 

そこで本題に入ります。本市は、平成８年に東部の工業団地が竣工いたしました。 

それから、今日までの間に企業の誘致に取り組んできたことと思います。その状況につい

て、具体的にお聞かせください。また、今後も企業誘致、先ほど釜井市長は、自動車産業

１５０万ということを申されていましたが、やはりそのような変遷、東九州自動車道も、

いよいよスタートされる、この恵まれた地の利をいかして、更に、企業誘致を加速させと

り組んでいくべきではないかと考えております。そのためにも、工業団地の建設の取り組

みが必要だと思いますが、この２点についてどのように考えられておるのか、執行部の説

明を求めます。 

 次に、豊前市水道事業について質問いたします。地方財政健全化法が成立されたことに

より、いよいよ連結決算が導入されるということで、先日、財務課長の説明によりますと、

３万規模を割った自治体においては、２年以内という説明でありましたが、いずれにして

も特別会計、企業会計のような起債赤字、その経営の状況等、大きく見直していかなけれ

ばならない時期に来ているわけであります。 

9 月議会でも関連の質問をいたしましたが、水道事業について、まず、京築地区水道企

業団、本市が供給水量を受けている、この団体の経営の体制と経営状況はどのようになっ

ているのか。また前回は時間の都合上、市長にはお願いということでとめておきましたが、

本市が受けている伊良原ダムの完成に伴う６４７０トンの供給水量、更に、現行単価は１

８８円と 1 ㎥あたりなっておりますが、この２点について、大きく見直しして頂きたいと

お願いいたしておりました。この点について市長から答弁を求めます。 

 更に、この起債残高につきましては、１２億数千万円という借金が、ずっとここ近年横

ばいできているわけです。この辺についても、借金は尐ないにこしたことはない、経営上

の当然のことでありますが、この起債の償還については、どのように考えられているのか

説明を求めます。更に、今後のこの事業の計画、８拡も含めて事業計画と、今後の施行の

予定について説明を求めます。 

以上、壇上からの質問といたします。後は自席からの再質問とさせて頂きます。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 爪丸裕和議員のご質問の中で、２番目の水道事業につきましては、上下水道課長から答

弁いたします。私は１番目、壇上からではございますが、企業誘致の取り組みにつきまし

て、答弁書を作成しておりますので、まず、それを読みながら自席からの論議にしていき

たいと思います。 

議員ご質問の企業誘致の状況については、ご存知のとおり、東部工業団地が１９年３月

で完売しているところであります。契約してしまったということですね。 
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誘致企業は、現在まで、東部工業団地７社、その他の地域で３社が操業開始しておりま

す。また、今後の工業団地建設の取り組みについてのご質問ですが、現在、能徳工業団地

の一部拡張を進めていますが、更に、企業誘致の活動を進めていくためには、工業用地の

確保が急務と考えております。この工業用地につきましては、様々な箇所が考えられます

が、工業適地であることや、周辺環境等を考慮する必要があります。 

今後は、候補地を絞り工業団地の建設が早期に実現できるよう、鋭意努力していく所存

でありますので、議員の皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 上下水道課長。 

○上下水道課長 川島和広君 

 豊前市の水道事業について、お答えします。京築地区水道企業団の経営体制は、企業次

長１名、総務課３名、工務課５名、合計 9 名体制で行っております。 

経営状況は、１８年度決算では、収益的収入合計で７億３９３５万７０１５円、支出合

計７億５８９万２６４６円、資本的収入では１億６８８万７０００円、支出合計では４億

７８８９万８１８６円でございます。１９年度予算では、収益的収入合計が７億１９５４

万９０００円、支出合計６億９７４万７０００円、資本的収入合計４億３６２１万６００

０円、支出合計８億３０５１万８０００円と報告がありました。供給水量と単価の見直し

については、構成団体内で調整できないか、単価についても検討できないか要望していき

たいと思っております。 

起債の償還についてでありますけれども、現在、豊前市の起債残高は１２億円で、毎年

６０００万円弱の返済を行っております。本年度は、旧資金運用部において、起債の内利

率の７％以上の返済金について６６３９万８０００円の補償金免除繰上償還の申請中でご

ざいます。なお５％以上６％未満については、平成２１年度に４７１１万６０００円の繰

上げ償還の申請を予定しております。 

事業計画につきましては、第８期拡張事業を、平成２２年度まで延長して、角田地区の

小学校・中学校並びに雇用促進住宅まで、給水管の布設を計画実施を予定しております。 

計画給水人口区域内人口２万２２００人に対して、現在、給水人口１万６９１５人、給

水普及率７６％でございます。給水管の布設拡張により、給水人口及び水需要の増加を進

めていく所存ですので、ご理解をよろしくお願いします。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 順次自席から再質問をいたします。まず、雇用数の状況は、東部工業団地の建設から現

在までの雇用数の経緯について、お聞かせください。 

○議長 秋成茂信君 
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 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 ご質問の東部工業団地の雇用についてでありますが、小石原の工業団地、それから東部

工業団地、能徳工業団地ということで、先ほどの説明どおり、７社プラス３社でございま

したが、その雇用の全体では平成１９年度では６４３人となっております。 

平成１８年度が４９１人でしたので、この１年間で１５２人の増という状況になってお

ります。今後、雇用の推移といいますか、今後は後４社ほど工業団地の用地が残っている

こともありますし、工場の建設の予定があるということですので、今後もこれについては

伸びていくのではないかと思います。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 平成８年から現在の推移を聞きたかったんですが、それは後回しにします。 

市長、ネックになりポイントになるのが、工業団地の用地の確保ですね。先ほどの答弁で

は、候補地を絞るというのは、あまりにも後手ではないかというのが、私の意見でござい

ます。ある情報ですが、県のほうに一度お願いした経緯もあるのではないかと思います。

聞いているのは、県は現在、県下に今３箇所抱えていて実際、豊前市でやるのは財政的に

厳しいというような私に入っている情報です。その辺どうなのか。もし県がやらないなら

市でやる意志があるのか。やるのであれば候補地とすれば、大体、現在の東部工業団地の

北側あたりではないかというのが、我々議会の見方でもあるし、執行部もそういうふうに

考えているのじゃないかと思います。その辺の詰めについて計画を、お願いします。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 一応、今考えているのが、途中で何故、工業団地をしなかったかということでありまし

たが、一応、１点の理由としまして、来年、再来年、職員２０数名辞めるんですね。 

来年、再来年で大体、退職の目処が全部つきます。６億円ぐらいお金が要りますが、頑張

ってきまして、やれるという見込が立ったことです。それの途中で、工業団地の要請は県

にもしておりましたが、県が東部工業団地で、１７億円出費があるんだとしましたので、

なかなか難しいということでありました。ただ県が言っているのは、２０万㎡以上の所だ

ったらしなければならないなと言っております。市としては、今、引き合い等もあります

ので、当面、農地を右左、工業用地を売るという方法が１つと、行橋の稲堂と同じような

やり方で、農地の準工業指定をしながら早急にやっていこうと思っております。 

と申しますのは、来る企業は殆どすぐ用地がほしいということ、そして可能性のある所

にしか来ません。ということは、準工業地域指定をすれば、右左運べますから、そういう
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件は喫緊の課題だろうと思っております。 

 議員の質問の中で、この議会が終わりましたら、早速取り組んでいきたい。特に、バイ

パスより下のほうに可能性を求めていきたいと思います。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 市長、終わったらしっかりと執行部で話し合いしてください。そして当委員会におきま

しても、また、この話を詰めていきたいと思います。 

今、出ました農地売却と稲堂方式というのは、計画を立てて予算の都合上、２ｈａか３

ｈａぐらいの造成で売却したお金で、次の造成工事に入るという方式ですね。なかなかい

い例だと思いますが、農地を直接売却もいいけれど、ここで一番引っかかってくるのが、

農振地域、バイパスから北側というのは農振というのは多いですね。これは以前、行橋の

農林事務所の当時の副所長が話したときに、豊前市においては、今のバイパス、国道１０

号線から南側の農地を整備したいという話で、だから北側については農地の思いはないと

いうのが、当時の農林事務所の政策だったし、現に、ほ場整備にも取り組んでないと思い

ます。全体の区域を見直して農振除外でも、半年か１年かかかるんじゃないですかね。 

見直しを検討してください。 

○議長 秋成茂信君 

 農林水産課長。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 農振の除外は、面積要件がありまして、５０００㎡以上になりますと、県の本省協議と

いうことになります。それになりますと、今度３０日の公告をいたします。その間に異議

等がありますと、その協議ということで、順調にいっても通常大型の農振除外であれば１

年半、異議があれば２年という形にもなってきます。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 ということでありますので、この際、農振地区の見直しというのは、しっかりやるかど

うか聞かせください。農林水産課長ですか。 

○議長 秋成茂信君 

 農林水産課長。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 これは手続き上の問題と、法規制の中でやっていくわけでありまして、面積が狭い場合、

市という形になりますが、勿論、工業団地ということになりますと５０００㎡以上という

ことになりますと、本省協議、県、農林事務所、それから県に上がっていく、事前協議、
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事前調査とすると、やはり順調にいって１年以上かかる。その中で排水とか、下流域の問

題、住民から縦覧のときの異議等が出れば、その調整等に時間を要するということで、だ

んだん伸びるということになりますので、その点ご理解をお願いいたします。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 だから企業誘致をやって、じゃここでお願いしますとやったんじゃ、それからあなたの

説明では１年半から２年かかるわけでしょう。企業がそこまで待つわけないんですよ。 

だから全体的なものを見直しされたら如何ですか、と提案しているわけです。 

○議長 秋成茂信君 

 まちづくり課長、答弁。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 稲堂方式ということで話がありましたし、今回、市で考えている内容は、まず、市の財

政のこともありますので、用途地域を指定して、その用途地域の中で企業が欲する土地を

見て頂こうということですね。農振地域の関係と用途地域の関係を関係課と協議して、い

ろんな地域があると思いますが、先ほど市長が話しました準工業地域、専用工業地域とあ

りますが、どの用途にするのか、都市計画決定を行なって農振地域と協議を行いながら、

適地の工場用地を確保していく。その後に、企業が欲する土地を市が斡旋いたしまして必

要な部分から購入して頂いて、それを元に造成をやりながら、また用地買収していくとい

う稲童方式をやっていくということを検討しております。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

稲童方式と、今の用途の見直しと別問題ではないかと思いますが、稲童方式というのは

１つの計画を変えてしまうわけでしょう。そして予算上で２ｈａか３ｈａで企業が来たら

その前金で次にかかっていくと。さっき言われた農地直接、行政が接してもいいけれど、

企業が来ていいですよ、と斡旋してやるときに、開発公社が買い上げた能徳工業団地は農

振地域じゃないでしょう。 

○議長 秋成茂信君 

 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 先ほど市長が答弁いたしました能徳工業団地の一部を拡張しているということでござい

ますが、その地域は準工業地域になっております。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 
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○４番 爪丸裕和君 

 準工業地域ということで、バイパスから下の方は大きく見直しをやっておかないと企業

来てくださいと。今から農振除外しますじゃ後手も後手で大事になってしまうわけです。 

その辺、自分の目から見ていても、執行部の対応があまりにも遅いということですので、

しっかりその辺もここで即答できないでしょうから、協議した上で検討してください。 

後は、誘致において、ある新聞にも出ていたが、北九州などもそうだけれど、職員は派

遣させてしまって帰ってこないというわけです。何やっているかというと、企業誘致に行

って企業来てください、とお願いに行って、東京なり大阪に行って帰ってこないというぐ

らいの思いで、企業誘致課を設立しろ、とそこまで申しませんが、そういった専属の職員

を置かれたら如何かと思いますが、その点如何でしょうか。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 言うとおりです。並みの話では駄目で、岩も清水が割るように、必ず見込みのある所に

粘って頑張ればやっていけます。じっと待ってはおらない。爪丸議員の提案については、

前向きに検討していきたいと思います。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

では、この問題はしっかり検討してください。 

次は、京築地区水道企業団の経営体制です。先ほど課長から人員は 9名ということであり

ますが、この 9名というのが適正な体制なのか。それと経営状況については棒読みで、私

は理解できないから分かりやすく金額をお知らせください。 

○議長 秋成茂信君 

 上下水道課長。 

○上下水道課長 川島和広君 

 人員については分かりませんが、企業経営については私が見た限りではいいと思います。 

資本的支出が２億円ほどオーバーしておりますが、それは内部留保資金で処理しておりま

すので、収益的収入から見れば３０００万円から４０００万円の利益がありますので、私

は適正に運営されていると、経営状態は良いと判断しております。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 以前、水道料が改正したことは、私はこの席で申したことがありますが、企業団自体も

結構、会社に委託しているような所もあります。例えば群馬県の太田市とか、広島県の三
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次市、コストの削減ということを取り組んでいくべきだと思いますが、市長のお考えを。

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 水道企業団の先ほどの吉富の話と一緒で、私が１０年前になった時にレールを敷かれた

わけです。今１人だけみやこ町から残って、出向職員をゼロにして全部自前の職員、人数

も２人減らし、事務局長をきちっと豊前市から出して厳しく運営しております。 

値段も１０円下げまして、もう５円ぐらい下げられるかなと思っていますが、今度次の

伊良原ダムの建設等がありますので、それについての積み立てもしております。 

そういうことで、高い水道料金と言われるけれども、議員が言われたように民間委託し

たら、すぐ明日なくなります。皆自分所の京築のために、皆のために高くてもお金を行橋

も苅田も出しています。そういうことで、これは京築の７市町が責任を持って立ち上げた

わけですので、今度、伊良原ダムの建設と、今度は行橋・京都のほうが今川水系、そして

漁業組合等の対応をして頂くということにしていきたいと思いますので、私としては、今

のところ民間委託は全くできない話と思いますので、今しながらどう改善していくか。 

そして、一番大事な水のない市もあるわけですから取って頂くと。これで根本的、抜本

的な解決になろうと思います。その時には、豊前市の２６００トンが１３００トンでもよ

ございますので、その話が今から起こると思います７つのうち水はいらないという所は２

つぐらいで、後５つは水が足りないという所です。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 民間委託の方が逆にコストが高くなるというような解釈でよろしいですね。市長。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 民間委託しましたら明日から市・町が負担金のお金を出さない、そうなります。 

誰が責任をもってやるのか。今は行政各々が責任をもってやっているから、ひどくてもみ

んな頑張っているんで、民間委託した場合、民間委託の申請者、組合長は構成団体をどう

するのかということで、がたつくと思います。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 ちょっと理解できないけれど、実際やっている所があるということは私報告しておきま

す。それとやめるというのはどういう理由でやめるのか。実際やめたいのは豊前市が一番



 20 

抜けたいのじゃないですか。というのは今全体が１万９０００のうちの６４７０トンです

が率にすると３４％、この中で一番最大人口の行橋が確か３８００トンですか。それだけ

の供給水量を受けて、それが負担になって、受益者に平成１３年１０月に水道料金の値上

げという所に結び付けて行っているし、実際に財政を苦しめて、一般会計から補助金で出

されている状況で、一番苦しいのは豊前市ですから、本当のことを言って一番抜けたいの

は豊前と思うんです。 

そうでなしに検討課題として、今の 9 名の体制でやるのが低コストなのか、もしくは民

間に委託したほうがコストが削減されるのではないか、ということを私は申し上げている

んですよ。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 そこで任命者が誰になるか。今豊前市の場合、地下水に塩水が入って地下水だけではや

っていけないんですよ。水道企業団の水は高いけれども、受けていかなければならないと

いうことですから、豊前市が、じゃ水道企業団の水を取らんで、水道会計はやっていけま

せん。でありますので、今私が申し上げたいのは、民間委託にするときには、民間委託を

やろうという所が万全の体制でがっちりと、どんな風波がきても屁ともない体制をとらん

と民間委託はできないわけで、水道企業団の現状だったら、とても、そういうことは民間

委託はできないと思います。それを言っているわけです。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 分かりました。この民間委託については、三次なり私も視察させて頂いて勉強させて頂

きたいと思います。ここで確認したいのは、現行１８８円で３８００トンですが、これは

６４７０トンになった時に、購入単価が１３５円まで引き下げられると聞いたんですが、

条例の中にどこにも入ってないですね。この１３５円の根拠をお願いします。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 配水管が２万トンの配水管にしております。最初から２万トンでやろうと。今、途中の

１万トンですので１９８円だったのが１０円頑張って１８８円にしました。２万トンなら

ば理事会、運営協議会ではいくらになるんですか、と苅田からも質問がありました。 

その時には１３５円だ、１３８円というふうになるということで、今のところの状況でお

互いの町と市は理解しております。 

○議長 秋成茂信君 
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 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 分かりました。一応１３５円ということで更なる値下げと、戻りますが、供給水量の話

はいくらかできないですか。近隣の首長さんと。ちょっと実際多いと思いますがね。 

○議長 秋成茂信君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 ですから私が言ったように、行政の継続性で私がなる８年前に方向が出ているわけです

よ。なったときには３８００トン掛けるの２で７６００トンですね。それが今６４００ト

ンです。１２００トン減ったのは、どういう理由かと言いましたら勝山・犀川が水道企業

団に入ったわけです。特に、犀川はダムを持ちながら水道を設置したわけです。 

先ほど申しましたように可能性があるのは、行橋市が何時も水が足らん状況ですので、

高い安いじゃない、ないんだから、その水を行橋市が３０００トンでも２００0 トンでも

取って頂ければ構成案分でいけるわけでございます。苅田も水はないんですよ。山のほう

に掘っていますが、北九州が安いと言っているけれども、それはあくまでも次の話ですの

で今からの話で、その修正の方向は可能性はあると思います。 

特に、水は行橋市はないんだから、以上です。 

○議長 秋成茂信君  

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 この問題で市長に最大限努力して頂くしかないです。今言われた１市１町、行橋市が現

行から１９００トン倍増、苅田が現行１１００から７００プラスということで、苅田の状

況からみて、もう尐しいいじゃないかというのが私の見方でありますが、最大限の努力を

して、尐しでも供給水量を下げて頂くようにお願いいたしておきます。 

それから、上下水道課長、起債償還について６０００万円ずっと返済しているという。

じゃ６０００万円ずっと減っているかというと全く減ってないわけですよ。知らない人が

聞いたら、ずっと起債が減っているなと思う。そのような答弁は如何かと思いますよ。 

実際、横ばいでずっと１２億数千万円きているわけです。ここ５年ぐらいさかのぼって

みています。これは何故かというと起債償還やっても新たな起債を起こして、新たな事業

展開をどんどんやっているわけです。この辺の償還について今から下げていくような思い、

要は、無駄な事業の見直し等については、どんなに取り組みますか。 

○議長 秋成茂信君 

 上下水道課長。 

○上下水道課長 川島和広君 

 現在、８拡で当初は平成１９年までだったんですけれども、伊良原の関係で２２年まで
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事業年度を延ばして今工事を施工していますが、これについては、将来的には６４７０が

対応できるように、なるべくなら管渠の布設を伸ばして対応したいというのが１件ありま

したけれど、それは２２年で殆ど主要な所は完了しますので、今後の起債関係も含めて財

務課と協議して、いらん工事はしないように重要なところだけやって進めたいと考えてお

りますので、そうなれば起債の償還が尐なくなっていくだろうと思いますので、よろしく

お願いします。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 我々議会にもしっかり責任があります。今までチェックが甘かったというのが反省すべ

き点だと思いますが、今後、必要な事業はやる、必要でないものはしっかり見直して頂く

ということで、先ほど申しましたように、連結決算は導入されてくるわけですから、大き

くこういったところを見直していかないと、合併問題にも影響しますので、その辺は課長

しっかり考えて取り組んでください。 

財政融資資金ですが、７％以上のやつが借換えを認められているけれど、この点につい

てはどういうふうに考えていますか。 

○議長 秋成茂信君 

 上下水道課長。 

○上下水道課長 川島和広君 

 本年度６６３９万８０００円、国のほうに要望していまして、これは借換えじゃなくて

１回返してしまって、一般会計のほうは財務課長から詳しく答弁して頂きたいのですが、

水道企業会計の分は、国は返す分については補償は求めないですが、後借る分については

企業会計は自分の所でよろしくやってくれ、ということで、そうなれば豊前市内の銀行と

協議して安い金利で借り換えしたいということで、今、協議を。まだ国の結果が出てない

ので、それを待って対応したいと考えております。現在、進行中でございます。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 確か借替えた場合、３年間は、この起債を認めないということです。そうなったときに

事業をストップするのか、起債なしに事業ができるのか。また今言われた一般会計から貸

付できるのか。その辺の話がどのようになっているのか、その点について、財務課長の考

えは如何ですか。 

○議長 秋成茂信君 

 財務課長、答弁。 

○財務課長 池田直明君 
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 その件につきましては、現在、国のほうも判断がはっきり決まっておりません。 

繰上げ償還した分について、簡保とか郵貯とか、いろいろ政府資金の貸付先が違います。

返した所については新規には貸さないということですが、違う金融機関からは借り入れる

という話と、全く事業ができない話と、今のところはっきり決まっておりません。 

決まり次第判断して、どうするか協議していきたいと考えております。以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 いずれにしても借換えするということで認識してよろしいですね。 

(「はい」の声あり) 

これも法改正に伴った民営化までいかないにしても、一部の民間委託ですが、先ほど古川

議員の質問の中に驚きました。２５０名対象の２３７名回答、１３名が無回答ということ

です。あきれてものが言えないと思います。実際やる気がないのじゃないかと思います。 

そのようなやる気のないような職員に任せるよりは、しっかりコストも下がる仕事もで

きる、業務も向上する民間に委託するという考えはありませんか。法改正で業務委託がで

きるからしっかり。 

○議長 秋成茂信君 

 上下水道課長。 

○上下水道課長 川島和広君 

 現在、２名嘱託が出ておりますが、今年度末３月で終了ということで、引き続きシルバ

ー人材センターにお願いしてやっておりますから、それが終わると殆ど民間で、職員につ

いては営業 1本ということで、営業関係についても、将来的には上司とも相談して、一番

いい方向でやっていきたいと思いますが、近隣市町村は、まだそういう実態はありません。 

現場においては、一般に委託しておりますが、営業関係については、料金の徴収につい

ては、自治体で責任を持ってやっているということを聞いておりますので、他市町の状況

をみながら考えていきたいと思っております。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸議員。 

○４番 爪丸裕和君 

 近隣を見ながらやるんでなしに、是非モデルになるように豊前が先にやると、時代に取

り残されないためにやってみるのも如何と思いますが、いずれにしても、公営企業会計を

どのように健全化させるかを、今後もお互い議論していきたいと思いますが、今後の前向

きの執行部の取り組みに期待しまして、今回の一般質問はこれにて終わります。 

○議長 秋成茂信君 

 爪丸裕和議員の質問を終わります。 
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 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 １１時３５分 

再開 １３時００分 

○副議長 中村勇希君 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行いたします。尾家啓介議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 質問させて頂きます。豊前市の人口減尐に関連してを質問いたします。 

豊前市だけが特別ではありませんが、当市も人口の尐子・高齢化が進んでいます。 

釜井市政も３期１１年を迎え、毎年、人口増対策として企業誘致、住宅建設に力を入れ

て、一応の成果を挙げていますが、人口の自然減がはじまり、人口減尐に拍車がかかって

います。人口問題研究所の予測によりますと、豊前市の人口は２０１０年、２万７７５５

人。１０年後の２０２０年は２万５７５９人になるとしています。 

当市の人口減尐の推計は、０歳から 9 歳と２０歳から２９歳の人口が大幅に減尐して、

７０歳以上の人口が増加するという高齢化の特徴が顕著に現れています。このことをベー

スにして数点、質問をさせて頂きます。 

市内には１３１行政区がありますが、６５歳以上の人口が、５０％を超える限界集落が

６集落あります。予備軍の５５歳以上の人口が、５０％を超える準限界集落が４５集落あ

ります。行政区の３９％が、限界集落と準限界集落です。市内の人口分布表を見ますと、

後５年で限界集落は、現在の数倍に増えると予測されます。限界集落は、集落の自治組織、

生活道路の管理、冠婚葬祭等、共同体としての機能が急速に衰えてしまい、やがて集落は

消滅に向かうとされています。早急に対策を講ずる必要があると思います。 

 限界集落及び準限界集落と他の集落の統合合併を行い、全域的な行政区の見直しで行政

区を再編する必要があると思いますが、答弁を求めます。 

近い将来、０歳より 9歳の人口推計が、年間２００人を切ると予測されています。 

中学校の交付税算定基準である１学年５クラス２００人定員を満たすことができない時代

が到来することになります。豊前市立学校通学区域審議会で、中学校は１校に統合すると

いう決定をみていると聞いておりますが、決定の内容と現在の状況を知らせてください。 

 先日、お会いした当市に進出している自動車関連企業の社長が、いずれ従業員の絶対数

が不足してくると思う。その時は、外国人労働者に頼るつもりだと言っていました。 

既に、市内の業者は外国人労働者を積極的に雇い入れています。政府の方針によります

と、定住外国人労働者の枞も広がる方向であります。そうなると、生産工場の現場だけで

なく医療現場、福祉の現場でも、外国人労働者が増えてくると思います。必然的にその家

庭では子どもが誕生し、日本人との結婚も増えてきます。その関係者が生活する地域での

学校教育、社会教育にどのような変化が起こるのか、どのような対処が必要になるのか、
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予想の範囲で結構ですので答弁を求めます。 

第４次豊前市総合計画は、平成２４年度には３万２５００人の人口を想定しています。 

現在、後半の見直しを審議していますが、想定人口の数を変える勇気がありません。 

人口問題研究所の予測では、平成２４年度は２万７５００人前後です。次の段階では、２

万５７００人の時代です。人口減尐が市の財政に与える影響を概略お知らせください。 

 いずれにしても、一般会計財政は歳入が減れば、それに見合った歳出を実行できれば、

多尐の苦労があっても大きな問題にはなりません。問題なのは２００８年度より、財政収

支の連結対象となる地方公営企業会計です。豊前市の水道事業は、事業計画での推定人口

は４万人、総合計画では３万７５００人としています。人口が減尐し老齢化が進むと、水

の需要は確実に減ります。責任水量制による不必要な水の量は増える一方です。 

１０年後の人口が２万５７００人に落ち込むときには、責任水量の流入は現在より倍増

します。公営企業会計の破綻を避けるためには、早急に長期的な計画を立案して対策を講

ずる必要があると思います。答弁を求めます。 

豊前市に元気がありません。活力がありません。何故なのかを私なりに考えてみました。 

答えは、豊前市人口の５０％以上を占める女性の力を、男女共同参画社会の中で、その活

用が不十分ではないかと思います。この議場に出席している市管理職の中に女性の姿があ

りません。豊前市１３１行政区の区長さんにも女性の名前がありません。市執行部の後押

しがあれば、管理職にも区長さんにも女性が増えると思いますが、如何でしょうか。 

成功例として民生委員、児童委員があります。全委員の６８％を女性が占めています。

これは１０数年前より、委員の改選の都度、行政側が委員の推薦人に対して、なるべく女

性の委員を推薦してくださいと後押しした結果が、６８％の女性委員を誕生させました。 

女性管理職、女性区長さんの誕生に行政の後押しをお願いしたいと思います。 

ご意見をお伺いします。 

 最後にアピールをさせて頂きます。豊前市議会は、４年前の改選では無投票当選でした。 

来春は市議会の改選期ですが、選挙ムードは一向に盛り上がりません。福岡県で、最も小

さい市といえども、２期続けて無投票当選では、市としての鼎の軽量を問われると思いま

す。複数の活力ある女性の市議会への挑戦を心から希望し歓迎いたします。 

以上、壇上からの質問を終わります。 

○副議長 中村勇希君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 尾家啓介議員のご質問の中で、豊前市の人口減尐についての件で、各々ご質問がありま

したので、総務課長、教育長、財務課長、上下水道課長から自席からでの答弁ですが、私

は答弁書に則って概略的なご答弁を壇上からさせて頂きます。 

 豊前市の人口減尐に関連したご質問のうち、人口減尐が市の財政に与える影響について
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お答えいたします。人口の減尐は納税者の絶対数の減尐や、尐子・高齢化の中では、生産

年齢人口の減尐により市民税に大きな影響が出るものと予想されます。また、人口算定基

礎としている地方交付税をはじめ、地方消費税など国から配分される各種交付金について

も減尐が予想されます。特に、地方交付税につきましては、市税等が減尐すれば、一方で

増加するなど、一定の行政サービスが提供できるよう財源を調整保障する機能があるわけ

でございますが、国の三位一体の改革により、交付税総額が縮減されている現状では、増

加することは期待できず、大幅な減尐が続いております。 

更に、地方交付税改革の一環として、本年度より人口と面積を基本として算定する新型

交付税が、全体の１割程度で導入されております。将来的には、この新しいやり方は３分

の１程度の規模に拡大されるだろうと言われておりますので、今、以上、地方交付税の影

響が人口減尐で起こると予想されます。 

この壇で最後になりますが、本年１１月末の豊前市の世帯数は１万１４１１、人口が２

万８２６１、昨年の１２月末は、世帯数が１万１３５０、人口は２万８４６６です。 

人口は厳しく減っておりますが、世帯数は豊前市の市政で最高の世帯数でございます。 

ですから激減じゃなくて、尐し横ばいか減っているということですので、先ほど議員が

言われました統計は、自動車１５０万推進をどけた計だろうと思いますから、如何にして

企業誘致をし、如何にして住宅政策をし、如何にして魅力のある町をつくるかがポイント

だろうと思います。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 豊前市の人口減に関連して、通学区域審議会での決定の内容と、現状の状況につきまし

て答弁をいたします。平成１７年１１月、豊前市立学校通学区域審議会より、豊前市立中

学校の適正な規模と配置について答申を頂きました。答申の内容は将来の生徒数、教育的

効果などから 1校に統合することが提起され、配置については、市の財政状況、それぞれ

の地域の状況から、築上中部高校跡地に統合中学校を新たに設立するとなっております。 

この答申については、５年を目処に具体化を図ることになっていますが、現時点では厳

しい財政事情、統廃合の跡地問題を検討するなどにより、具体的な推進計画は立てていま

せん。今後は財政計画等を参考にしながら、実施計画を立てていきたいと考えております。 

続きまして、外国人定住に関する学校教育、社会教育での変化、予想される対処でござ

いますが、定住外国人が増加すれば教育的に対処しなければならない様々なことがあると

考えています。まず、在日外国人を労働者としてではなく、生活者としてとらえ認識する

必要があろうかと思います。外国人の就学の希望があった場合は、学校は受け入れる必要

があります。受け入れ後は、日本人の子どもと同様に義務教育無料、教科書無償、就学援

助などの措置を講じることとなります。子どもの入学編入では、日本語の問題が大きな壁
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になるのではないかと思います。そのためには、補習授業や取り出し授業を行って問題の

解消を図ることが考えられます。また、日本の学校に編入する前に、一定期間、日本語を

受ける制度や、学年を下げての編入などを検討しなければならないと思います。 

更には、日本の学校生活、地域に適応した子ども達は、日本語を話さない両親や兄弟と

の間のコミュニケーションがとれなくなるとともに、帰国後は母国語が分からなくなり、

親の伝統や文化を受け継げないというようなことも起こり得ると考えます。外国人の子ど

もに対しては、義務教育課程での就学の権利は与えられていますが、その義務は問われて

いないため、不就学の問題が生じる恐れがあります。考えられる予想の範囲でお答えいた

しました。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 ご質問の中で、行政区の見直しと再編のご質問と、女性の管理職の登用並びに女性区長

誕生への行政としての後押しはできないか、というご質問についてお答えいたします。 

 まず、行政区の見直し及び再編についてですが、２００６年の国土交通省の調査により

ますと、限界集落、いわゆる議員ご指摘の６５歳以上の人口が、５０％以上増えている数

は、全国で７８７３集落あると発表されています。その中で、いずれ殆どの人がいなくな

る集落は２６４１と国土交通省は発表しております。 

豊前市におきましても、ご指摘のように中山間地域を中心に過疎化、高齢化が進行して

おります。議員も言っておりますが、このような集落では、今後、自治組織や生活道路の

管理、或いは冠婚葬祭、林業の衰退や荒廃が益々進んできまして、共同体としての機能が

衰えていくわけでありまして、今日でも、独层老人の問題、或いは、その予備軍と言われ

る方々の存在や、就学前児童が村から殆どいなくなる。或いは、病身者が非常に多いとい

う状況も当市も見受けられる昨今であります。 

9 月議会では、吉永議員から区の再編と住宅表示について、もう尐し速度を上げて取り

組めないか、というご指摘を頂いております。尾家議員のおっしゃるとおり、行政区の見

直し再編は避けて通ることのできない課題だと考えております。速やかに議会代表や区長

会の代表、或いは学識経験者、市民代表参加のもとのこういった問題の研究会を設置して、

取り組んでいかなければならないと決意しているところでございます。 

また、こういった区の再編だけではなくて、今後こういった地区が生き残りを目指す事

業の検討も併せてやっていかないと、区の再編だけでは駄目ではないかと考えます。 

例えば、空き家の有効利用をどのようにしていくかとか、或いは、こういった集落と下

の海岸部の集落との交流や、また、こういった集落の特産品の開発等に、どの程度、市が

後押しできるかとか、こういった諸々の事業も合わせて検討していく必要があるのではな

いかと考えております。今後とも議員各位のご指導やご助言を頂きながら、こういった問
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題に積極的に取り組んでいく決意でありますので、よろしくお願い申し上げます。 

また、女性管理職の登用と女性区長の後押しについて、ご指導を頂いておりますが、市

の女性管理職の登用については、確かに遅れております。誠に申し訳ございません。 

４月１日現在、管理職に占める割合は、３０名中１名という現実で非常に厳しいものが

あります。また係長につきましては、４６名中、１４名でありまして、３０％弱の登用状

況となっております。今後こういった問題を解決するためには、積極的に男女ともども研

修参加の機会の確保や、幅広い職務経験の機会を保障すること、或いは、今日、超勤が職

場によって偏っていますので、こういったものの改善、或いは、男女ともども働きやすい

職場関係を整理していくこと、また、職員の意識改革、或いは、啓発等が重要ではないか

と考えております。いずれにしましても、様々な分野における政策方針決定過程への女性

の参画は、議員のご指摘のとおり、避けて通れない課題だと考えております。 

指導的立場に女性を占める割合が、一刻も早く３０％程度になるように、積極的に改善

をしていかなければならないと決意しているところであります。今後とも各議員のご支援

を心からお願い申し上げます。 

次に、女性区長への後押しの件でありますが、それぞれの地域事情もありまして、地域

協議で区長の決定をしているのが現在の制度でございます。そこに市が女性優先と声高ら

からに言うことは、尐し無理があるかと思われますが、現実的に区長会が女性の活躍しに

くい組織となっているかもしれないわけでありまして、こういった問題につきましては、

積極的に区長会の中でご論議頂き、見直しを図っていかなければならないのではなかろう

か考えます。今後こういった問題を、区長の皆様と心を開いて相談しながら、意欲と能力

のある女性が何時でも、何処でも、誰でもチャレンジできるといった区長会、或いは、そ

ういった姿勢に向けて努力をしていかなければならないと考えます。 

また、１人でも多くの市民の方々が、こういった男女共同参画社会についてお考えを頂

き、理解と関心を深めて頂くよう、市をあげて推進していかなければならないと考えてい

ますので、今後ともご指導をよろしくお願いいたします。以上、答弁を終わります。 

○副議長 中村勇希君 

 上下水道課長。 

○上下水道課長 川島和広君 

 水道の水需給量について、お答えします。現在８期拡張事業については、給水区域２７

００ｈａ、給水人口２万２２００人、１日最大給水量１万１９００㎥の計画で事業を行っ

ております。当初、平成３年より１９年を平成２２年まで延長して、区域の拡張で給水管

の布設を行っております。将来、伊良原ダムよりの送水による責任水量６４７０㎥に対応

するためのものです。区域拡張工事で、需給水量は増加しておりますが、人口は年々減尐

しております。今後は、企業団に構成団体の水量の調整はできないか要望し、営業では、

経費の節減に努め、工場等大口需給者の接続推進を進めてまいる所存でありますので、ど
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うぞよろしくお願いします。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家啓介議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 質問の順序に従って、再質問させて頂きます。まず、人口が今２万８２６１人ですが、

国勢調査の場合は、何百人か下がるので、実質的には豊前市は２万７０００台に突っ込ん

でいるのじゃないかと思うけれど、その点、総務課長どうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 常に、人口について一般的に言われていることは、実数と登録人口の乖離が若干、何処

の自治体もあるのではないかということについては、指摘されておりまして、正確な数は

本音のところを言わせて頂くと、なかなか分かりづらいというのが実態ではなかろうかと

思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 大体、そんなところだと思うけれど、どっちにしろ２万８０００人を割ってるぎりぎり

のところだと思います。問題は限界集落の豊前市は６つある。確かに、中山間地域が多い

けれど、1 つは黒土の中にある。問題は、準限界集落４５というのがありますが、これも

中山間地域に多いけれど、私達が住んでいる三毛門地域は、豊前市の中で人口が増えて小

学校の生徒数が一番多いと言われている。ここに１９の集落があって、区長さんがおるわ

けです。その中で６つ限界集落、私が住んでいる沓川区というのは、４つ集落があります

が、そのうち２つが準限界集落、沓川というのは、昔の豊前街道に沿っている大きな集落

で、昔は沓川村と言っていて、お宮も郷社です。県社、郷社、村社といって郷社は尐ない

です。昔から大きい部落です。その部落が４つの区の中で２つが準限界集落です。 

私が住んでいる沓川西区、私の所は西の１組と言いますが、昔は大体１７軒あったんで

す。今１１軒しかない。小学校の生徒は１人もいない。お葬式ができないので、１０年ぐ

らい前に隣組と合併してやっている。残った１１軒のうち空き家が４軒、独层老人が５軒

あります。それと８０歳以上の夫婦で奥さんが長期入院している所が１軒。だから６軒が

独层老人ないしは準独层老人。だから隣組長、ごみ当番も１年ずつで交代していくのも、

後５年ぐらいしたら無理じゃないか。うちの隣組は５年後は必ず限界集落になるんです。 

そういう隣組が６つ集まって沓川西区があるんですが、地区全体で準限界集落。これが

実態ですよ。中山間地域でなしに、昔の豊前街道の一番ど真ん中でそういう状態にある。

その辺、市長さん、どうですか。私の話はすぐ飲みこめがききますか。 
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○副議長 中村勇希君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 ようく分かります。私の所もやはり街道筋で住吉もそうだろうと思います。 

前は私の組は１１戸あったのが、今４戸しかありません。今、豊前市で人口が増えている

所は東の方と中間地域、尐し小高い所、減っているのは、山のほうと海岸地帯が減ってい

ます。潮風が吹く所にはあまり住みたくないようです。議員の質問は分かっております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 そういうことで、１３１ある行政区の中で、中山間地域でなしに、街中まで含めて準限

界集落が増えつつある。今までは、行政区の区長さんの数を減らせというのは、経費削減

のために言っていたけれど、ここにきたら経費削減どころでなしに、組織を守るために区

を合併していかなければならん。例えば、今、沓川と出たけれど、４つ集落があって４人

の区長さんがいる。これは２つでいいんですよ。準限界集落が２つあるんだったら、それ

を合併さすればいい。そしたら 2 つで済むのでね。今、議長がいる三毛門地域も確か７つ

あるけれど、ここも 2つ準限界集落ですよ。だから、一部限界集落は多いから、そういう

所は限界集落、準限界集落は自動的に他の集落と合併させて、自治組織を守る必要がある

と思いますが、如何ですか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 区長会に、この種の件については、過去区の再編についてお願いしたんですが、総論は

何処の区長さんも賛成ですが、各論になりますと伝統行事がある、お祭りが違う、神社の

関係がある、お寺の関係があるという話になって、お前達はそういうものまで壊すのか、

そういうものが全部ぶら下がっているのだという厳しい話があるわけです。 

ただ、事この期に及んで、そのことばかり言っても、基本的に今日的自治組織を維持でき

なくなりつつありますので、今日のご提言について、私どもも身につまされるものがあり

ますので、十分に区長会とよく相談して、強い指導力を発揮していかなければいけないの

ではなかろうかと担当として考えております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 その辺、よく区長会と話し合いして、今の区長会長が一番経験者です。宇島は区は合併

してお祭りは別です。お寺の門徒もばらばらです。だから、お祭りは昔の町名の所でやっ
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ているけれど、区は合体してやっている。そういうのは、今の区長会長は経験者だから、

踏まえて経費削減じゃなしに、自治組織を守るために合併するという方向でやって頂きた

いと思います。 

 それから、教育長、中学校は 1学校にせざるを得んような方向に行っている、まだ、全

然、具体的な方法がないというけれど、ちょっと遅いんじゃない。そこら辺どうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 平成１７年１１月に答申を頂いていますが、まず、財政計画で目鼻が立たないというこ

とで、そのままになっておりまして、これを目処に財政計画が立たなくても、ゴーが出る

前に、何年前には、どこまでの計画を立てていくということについての基本的な計画を、

これから立てていきたいと考えております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 豊前市全体の財政は、人件費比率が下がっていくからよくなるんですよ。だけれど、中

学校を合併するほど財政はよくなる時期は来ませんよ。だから、中学校はどうしても合併

しなければならん需要があって合併するのであって、財政問題とはずして考えるべきだと

思うが、それは如何ですか。 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 執行部とも十分協議しながら考えていきたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 具体的に計画を進めて頂きたいと思います。それと、後は、自動車産業の社長が言って

いたように昨日、実は私の用事で、自動車関連の会社に行ったんですよ。その時に、そこ

の工場長に人間はどうかね、と言ったら人間は足らんようになると。大体そこは１５０人

ぐらいおって２交替していますが、募集してもなかなかこないと、質の悪い人は入れたく

ないのでと、そういう時代になってはきたんですよ。そうすると、どうしても日本人の質

の悪いのより外国人労働者の質のいいのを雇いたいという流れに入ってきたのは事実です。 

豊前市に入れてる自動車関連の社長も、絶対数が足らんようになりますと、そのときは

外国人に頼りますと、その外国人も日本人の女性と結婚して頂けるような、優秀な外国人

を入れたいと、それだけ人間がショートしよる。だから豊前市も１５０万台の流れに乗っ
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て、そういう企業を呼び込むなら、必ずそういう問題が出て来るんだと。そういう外人が

夫婦できたら子供ができるんですよ。日本語をしゃべろうとしゃべるまいと、学校に行く

んだから、その辺の覚悟はどうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 日本に来て日本の女性と、或いは、日本の男性と結婚して子どもができれば、これは以

前でありますとハーフという言い方をしていましたが、今はダブリューというふうな、日

本の文化と外国の文化の間にできた子どもは、家庭の中では日本語を話すでしょうし、或

いは、どちらかの親の母国語も話すというふうに考えております。いずれにしても、外国

籍の子どもであっても日本に来て、小学校、中学校に入っていけば、それに対応した教育

を施していかなければならないと考えております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 だから、そういう時代がもうすぐ傍まで来ているのだと。そういうのに、その前の地域

と問題を起こして、もう帰れ、とか、そういう問題を起こすようなことのないように、今

から、いろんなことを準備しながら研究しながらやって頂きたい。せめて教育長の管轄の

中で、今、関東とか中部地区で、そういうことで非常に悩んでいる小さい都市がいくらで

もあるんですよ。そういう都市を、３箇所か４箇所チームを組んで行って研究して、レポ

ートを出して頂きたいけれど、それはどうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 そういった先進地を視察して勉強したいと思っています。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 副市長、今、教育長にお願いしたように、そういう定住外人が増えて、社会教育、学校

教育で問題が出て非常に悩んでいる都市が多いんですよ。そういう所を若い職員が行って

研究させて共同でレポートをつくって頂きたい。それはどうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 議員のご提案について、教育委員会とも協議しながら前向きに進めたいと思います。 
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○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 今度、総合計画でお尋ねしますが、また人口問題ですけれどね。要するに、今総合計画

の後半の見直しをしている３万２５００人は変えるつもりがない。だけれど、あなたの所

はコーホート要因様式で人口をはじいている。そうすると２４年度は２万６７００人でし

ょう。人口問題研究所が出した人口よりもなお尐ない。その辺どうなの。 

○副議長 中村勇希君 

 総合政策課長。 

○総合政策課長 井上 章君 

 後期基本計画につきましては、前期と同じで、５年単位で組み直すわけでありますが、

目標人口につきましては、１０年計画ということで、今回は見直ししないということに決

定しておりますが、コーホートによります目標年度の目標人口につきましては、２万６７

６１という現在の推測が出ておりますが、この後期基本計画を遵守させることで努力目標

としていきたいと思っております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 ２万６７５０人と３万２５００人の差を、努力目標だけで埋まるのかどうか。具体的に

何か方法があるの。 

○副議長 中村勇希君 

 総合政策課長。 

○総合政策課長 井上 章君 

 これまでも実施してきておりますが、優良住宅地の供給、企業誘致、その他の事業を今

後の基本計画では、人口増という目標にしておりますので、最重要施策を１０点ほど挙げ

ておりまして、それを実施することで出来ればと思っております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 だから、目標だからと言って簡単に逃げるけれど、本当は問題なんですよ。例えば、水

道課長の所だけれど、要するに３８００トンを貰うと、水が必要ですと。逆算して人口を

つくった３万７５００人。下水道事業とか緑のマスタープランと言ってね。あなたが３万

２５００人で、それを目標でなんか事業を考えるかも分からない。だけれど、事業を考え

るときは、必ずその上に目標人口があるんですよ。だから目標人口は、相当厳しく押さえ

とかんと、後の時代になって困ることがある。それをあなた達は委員会の途中だから、そ
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れを十分頭に入れて検討して頂きたいと思います。 

 それと、水道課長、これはいくら言ってもしょうがないけれど、３８００トン、７６０

０トンを、どうしても豊前市がとらざるを得んと。取るために人口が下がった。これは事

実かどうか。 

○副議長 中村勇希君 

 上下水道課長。 

○上下水道課長 川島和広君 

 この計画のときは、３次総合計画がスタートしておりました。その当時、約５０００ト

ン弱の井戸水で賄っておりましたが、区域を拡張することで７６００トンの上乗せができ

るということで、スタートしたと私は解釈しております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 だから、企業に人口をつけたわけよ。だから人口問題というのは非常に難しいので、配

慮しながらやって、単に目標人口では収まる所が出てくるので、水道の問題は、これ以上

やってもしようがないので、一番最後にお願いしたいのは、市長に質問ですけれど、要す

るに、あそこの水道企業団の理事長を、行橋市か何かに押し付けて、水の再配分をもう１

回やろうと、それはありませんか。 

○副議長 中村勇希君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 私がなった時に、行橋が神﨑さんが辞めて代行でやっていたんですよ。あがって５日ぐ

らいして豊前市になってくれ、ということでした。それから、ずっと一切横向いたままで

すね。簡単ではない。ただ、行橋が京築の盟友ならば、ここは近所の意見を聴く、そして

泥をかぶるならかぶるということでいかなければ、何時まで経っても、行橋さんは完全平

等主義では、近隣の町が理解できないと思いますので、言われた件は、特に、行橋は水が

ないで困っていましょうし、今、またないのじゃないですか。だから水道企業団の水を取

ってもらってから、全面解決。これは行橋市の市長選にもからむことだろうと思います。 

アドバイスしながらいきたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 その方向で豊前市議会も応援できるので頑張って頂きたいと思います。 

それから最後に、女性のあれなんですが、管理職は、やはり行政が女性の管理職をつくる

んだ、という決意がないとできないんですよ。その辺については事務方のトップの副市長、
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どうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 議員のおっしゃるとおり、女性の管理職は必要と言いますか、是非、配置したいとは思

うんですけれど、現実的には、なかなか人材というのが難しい面もあります。 

女性の登用については、今後も次の人事異動のときに、ここらあたりは、更に、前向きに

検討させて頂きたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 これはえげつないことを言いますが、３級、４級の登用試験をしたら、私の感じでは女

性の方が増えてくると思います。私が見ている範囲では。だから、女性が管理職に不向き

だということは絶対にないので、要するに、長いスパンで女性を育てて管理職にしてやろ

うとする行政側の姿勢に問題があると思う、この辺どうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 おっしゃるとおりだと思いますが、管理職については、今後、検討させて頂きたという

ことでお約束したいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 後、区長さんは１３０人いて女性が１人もおらんというのも珍しい。だけど、地域の協

議というけれど、地域に公民館があるわけよ。公民館の館長は行政がある程度、後押しで

きる。民生委員、児童委員は行政が後押しして６８％女性がなったように、地域の公民館

の館長も、行政側の後押しがあれば増えるはずだけれど、今、地域の公民館で館長さんは

女性が何人おられる。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 確か中央公民館長１名ではなかったかと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 
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 たった１人。だから地域の公民館は、女性が半分以上あってもいいと思う。これは行政

が後押しできるから。行政が後押しした民生委員は６８％になったから、地域の公民館を

６８％ぐらいにしたらどうですか。そうすれば地域の公民館長が６８％ぐらい女性になっ

たら、区長さんは自動的に半分ぐらいになりますよ。それはどうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 公民館については、教育委員会の所管ですが、議員のおっしゃる、例えば、昨今、北九

州市あたりも女性の公民館長をどんどん登用させてきて、非常に、ある意味ではマンネリ

化から活性化が起こっていると聞いております。男と女しかいない社会で、女性を社会参

加の重要なポストからはずすのは損だと思います。私ども自体が緊張するためにも、競争

相手がたくさんあったほうがいいのではないかと思っておりますので、そういう点につい

ては、教育委員会ともより意見交換をして、そういった方向を私どもの消極性を変えてい

きたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 その方向でやって頂いて、女性の管理職が増えて、女性の区長さんも増えて、女性の公

民館長も増えて、そういう女性の活動の場が増えて、女性が活動し始めると、女性自体が

社会活動はこういうものだ。こういうものに進出して、女性は活動できるのだ、と豊前市

の５０何パーセントを占める女性が目覚めるんですよ。今、女性が目覚めんから、区長会

にみんな男ばかりで、私らはなれんわ、と女性がしり込みしているところがあるんです。 

だから、まず行政の管理職に女性を増やして、公民館長に女性を増やして、女性が区長さ

んになりやすい環境をつくってやることが一番大事だと思います。 

それは何故かというと、市会議員の選挙期に、また無投票だという話が出よる。 

まだ分かりませんが何故なのか。これは釜井市長になる前は、豊前市議会はボス支配、や

くざ支配と言われた。そのグループが市会議員に３人か４人必ず出たのよ。幸いに、それ

が今なくなった。これは釜井さんの功績だと思う。なくなったら、その３人、４人がいな

いものだから候補者の数が減った。これは事実です。だから３人、４人減った分を女性に

活力を与えて、女性が３人、４人出てくれれば今時、無投票という話はないはずです。 

だから、女性の管理職を増やし、区長さんを増やし、女性の公民館長を増やし、女性が

活動できる場を与えてやれば、市会議員の選挙は無投票ということはあり得んのです。 

その辺の感想はどうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 
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○総務課長 相本義親君 

 ご指摘の件については、私もよく分かります。活力ある町というのは、男女がともに頑

張る町だと思いますから、そういう意味では重要なパートナーが、重要な位置についてな

いことについては、どうしても目の位置が違う所があるのじゃないかと私も反省する所が

ありますから、そういった意味では、管理職一同、男の独占物ではありませんので、そう

いった方面で、私どもも心して行政運営の中にいかしていかなければと決意をするところ

でございます。感想としては、提言については、十分深く反省し取り組まなければならん

と考えております。 

(「終わります」の声あり) 

○副議長 中村勇希君 

 尾家啓介の質問を終わります。 

次に、尾澤満治議員。 

○１番 尾澤満治君 

 今回の１２月議会では、３項目について質問させて頂きます。 

１項目目といたしまして、環境問題についてです。地球温暖化や人口増で、世界的に深刻

化している水不足や水害に対応するため、各国首脳や国際機関、産官学の関係者等、約３

００人が参加し１２月３日、４日に別府において、アジア太平洋水サミットが開催されま

した。開会式には皇太子、福田首相も出席され水の安全保障をテーマに話し合われました。 

前日１日、２日にはプレイベントとして、九州の１級河川の代表者が集まり、各自の河

川環境等の取り組みを発表しました。我々ＮＰＯ法人も、山国川代表として発表させて頂

きました。このように世界的に環境についての取り組みがなされている中、当市におきま

しても対策が講じられていると思います。そこでお尋ねします。 

 １０月より市バスの燃料として、バイオディーゼルを使用した取り組みを行なっていま

すが、その後の車両影響、燃料確保、冬場対策等、状況の取り組みについてお尋ねします。 

 また、農地・水環境保全事業で、豊前市でどのくらいの方々が取り組むのかを、お尋ね

します。また、来年度始まる森林環境税に対する当市の取り組みについて、どのように考

えられているか、お伺いします。 

２項目目では、人材育成についてお伺いします。総合計画策定時の市民アンケート調査

では、計画的で無駄のない行財政運営、市職員の市政に対する取り組み姿勢の強化等、行

政サービスにおいて、特に重要度が高く満足度が低いと市民は考えています。 

このような意識に加え、市政を取り巻く環境が厳しさを増す中で、高度化・多様化する

住民ニーズに的確に応えるためにも、職員１人ひとりが常に目的意識と高い意欲を持って

自らの能力開発や知識技能の取得を図り、その能力を最大限に引き出すことが必要であり、

職員の意識改革と資質の向上が重要課題とされていますが、どのように取り組まれるのか

お伺いしたい。 
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また、行政のスリム化に向けて市民・ＮＰＯ等の方々の協力がなければいけないと思い

ます。そこで団塊の世代と人生の先輩のノーハウを借りるため、人材バンク登録制度を導

入しては如何か、お伺いしたい。 

３項目目については、観光振興についてお伺いします。私は、よく外部よりこられた方々

を合河・岩屋方面に散策に連れて行くことがあります。皆さん、この素晴らしい景観に癒

されたと言われ満足されて帰られます。機会をつくってまた来たいとも言われます。 

この素晴らしい景観を残して頂くためにも、早急に景観条例を設置して頂きたいと思い

ますが、執行部の考えを聞かせて頂きます。 

また、先日、１１月２５日合河ユズ祭りに参加させて頂きました。素晴らしい天候のも

とまた素晴らしい環境のもと、オープニング前から車が駐車場に入りきれず、県道からバ

イパスまで、のろのろ運転で混雑するぐらいの大盛況だったのではないかと思います。 

また、１０月に開催された魚祭りにしてもすごい人出で、魚が売り切れる状態でありま

した。このように、今年の民間イベントは盛況に終わったのではないかと思われますが、

どのような支援をされているのか、お伺いします。 

 最後に、本市は、求菩堤山・犬ヶ岳などの自然と、遺跡や歴史的な遺産も多く、神楽等

魅力ある伝統芸能も存在し、文化的レベルの高い観光資源を持っていると言われます。 

また、温泉・冷泉・公園・特産品を販売する直売所も魅力だと言われています。 

この素晴らしい魅力ある観光資源を、どうにかルート化できないか執行部のお考えをお聞

かせください。以上、壇上からの質問を終わります。 

○副議長 中村勇希君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 尾澤満治議員のご質問に、お答えいたします。市バスの件は総務課長、農地・水環境保

全・森林環境については農林水産課長、市職員の資質向上についても総務課長、団塊の世

代と人材バンク制度については教育長、また観光振興の中で、岩屋地区の景観条例は教育

長、また、まちづくり課長の答弁ですが、私からは、民間主動のイベント支援と、文化財

を取り込んだルート化について壇上から、ご答弁させて頂きます。 

豊前市には、求菩提山お田植え祭り、大富神社春季神幸祭八屋祇園、宇島祇園、山田の

感応楽、角田の豊前楽など、歴史ある祭りや、豊前岩戸神楽に代表される伝統芸能が、市

民の手により大事に受け継がれております。また、地域づくりグループなどによるシャク

ナゲ祭り、合河ユズ祭り、宇島魚祭り等の民間主動のイベントも、市内外のファンに支援

され盛り上がりを見せています。 

市としては、地域の特性を生かし魅力あふれるイベントとして、更に盛り上げるために

テレビ、ラジオ、インターネット等を活用し、多くの人に情報を届けられるように努めて

いきたいと思います。 
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また、当市は、国宝銅板法華経をはじめ、県・市指定の重要な文化財を数多く有してお

りますが、市内に訪れる多くの観光客は、その大半は道の駅などの休憩立ち寄り客となっ

ております。市内での滞在時間の延長、宿泊を伴う観光旅行、そしてリピーターの増加を

促すためには、必要な文化財、四季折々の花や海山の幸、旅行者が求める温泉や冷泉を取

り組んだ観光ルートを作成することが必要であります。多様な観光客のニーズに応えるよ

うに、季節ごとに貴重な観光資源をもつ観光マップルート作成をし、チラシ・インターネ

ット等を通して広くＰＲしたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

壇上から、ご答弁を終わります。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 環境問題の質問で、市バスに於ける現状、バイオ燃料の取り組みあたりは、どういう進

捗状況になっているかというご質問でございます。豊前市バスでは、１０月９日からバイ

オディーゼル燃料を、市バスのシャクナゲ号に導入しております。いろいろメーカーと話

合をしましたが、すべてのバスにこの燃料を使うことは無理がある。最新式の機能のバス

は、この燃料を使うとちょっと問題がある。公害対策の関係があるそうです。 

そういうことで、従前からありますシャクナゲ号に導入したところです。 

これは、ご存知のとおりすずの家、障害者支援センターがありますが、これが市内の学

校給食とかいろんな事業所の廃食用油を精製して、この燃料をつくっているということで、

これを使わせてもらうということで踏み切ったわけでございます。目的でありますが、植

物系の燃料であるため小児喘息やアトピー、酸性雤といった問題に非常に有効である。 

こういうものの発生と無縁であると。硫黄酸化物とか排ガスの中に、こういうものが含ま

れない。また、黒煙も３分の１ぐらいと。私どもためしに入れさせてもらったのですが、

全然経由と違う、いわゆる、てんぷら油みたいな匂いがしまして、非常に匂いに嫌味がな

い。非常に私どもにおなかをすかせるような匂いがする内容でございます。 

また、こういったことによって、市内循環型の余った廃食油を回収して、またリサイク

ルして使っていくということが良いんじゃないかと考えました。それから、障害者の施設

が頑張っていますから、ここに対しても連帯していかなきゃいかんのではないか。 

また、メーカーとも打ち合わせましたが、全く三菱の車体であれば改造の必要がなく、

燃料も９０円で提供できるということでありましたので、経費節減が期待できるというこ

とでございます。ちなみに、この１台だけですが、この１台で月２万円現実に燃料代が節

約されております。１１月現在、軽油は１２０円でありまして、この差額が丸々月２万円

という形で効果が出ております。今後、すずの家の生産量が増えれば別便にも使いたいし、

財務課長ともよく協議しますが、生活環境課のパッカー車あたりも、こういうものをどん

どん使っていったらどうかということで、燃料の確保ができれば使っていこうではないか
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ということになっております。 

冬季の心配ですが、これは零下を下がる場合、エンジンがかかりにくいのではないかと

メーカーから聞いておりまして、幸い事業所が下のほうにありますから、防寒対策をある

程度やっていけば、エンジンがかからないという問題はクリアできるのではないかという

のが私どもの思いでありまして、とりあえず今年１年、いろんな形で乗り切ってみたいと

考えております。議員もご指摘のとおり、地球温暖化防止協定等、今日的に日本の課題も

ありまして、この植物燃料はゼロカウントと言われてまして、日本が世界の中で果たす役

割りで有効活用は大切と考えています。 

 豊かで自然と共生できる安全なまちづくりを、行政自ら率先して推進していくというこ

とについては、大切な課題だと思いますので、小さな営みですが、小さく生んで大きく育

てていくという決意で頑張りますので、よろしくお願い申し上げます。 

 また、人材育成についてもご質問頂いておりますので、合わせてご答弁させて頂きます。

市民の幸・不幸は、市の職員の力量によって決まると、昨今よく言われています。 

自治体間の競争は、市の職員の力量が大切と言われております。昔の諺に、人は石垣、人

は城という言葉もありまして、尐子・高齢化、高度情報化など、多様なニーズがあるわけ

でして、こういった問題に的確に対応する活力ある人づくりは、議員ご指導の急務な課題

であるわけであります。まず、その前に３月議会でしたか、指摘されましたが、まず挨拶

が市の職員はできているかというご指導も頂きましたが、健康な体、そして、何よりも市

役所で働けることに、市の職員が感謝するという気持が大切ではないか。 

そういった上にご指導頂いています市民に喜んで挨拶ができるような、そういったもの

が基本であろうかと考えるところであります。そういった基本姿勢の上に立ち、市民のニ

ーズに的確に応え、誠実な態度と能率的な仕事で、しかもコストを引き下げていくといっ

た精神を追求しながら、優れた行政サービスを提供することが、私どもに求められている

課題だと考えております。 

 しかし、理想はそういうことですが、事実は残念ながら議員からご指導頂くことが多々

あるわけでありまして、小規模自治体の場合、残念ながら、人材については絶対的に不足

しがちでありまして、財力もそう豊かなほうではないわけでありまして、こういった問題

からの話題も若干あるわけでございます。しかし、これを言い訳にすることはできないと

考えております。研修も十分ではありませんが、今後、限られた中で最大限の努力を市民

の負託に応えるのが、我々の任務であるわけです。日々の仕事を通じて緊張感をもって、

その仕事の中で育っていくという考え方を、私ども大事にしていこうと考えております。 

また、職員がどうすれば自信とやる気を出すことができるのか。また、職員の不安や悩

みの解決等、私どもここに出ています管理職の資質が、非常に影響を与えるのではなかろ

うかと思っております。そういった問題を十分考えまして、総合的な能力開発に取り組ん

でいく決意ですので、よろしくお願い申し上げます。 



 41 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 人材育成についての団塊の世代等の人材バンク登録制度について、ご回答申し上げます。

団塊世代の大量退職がはじまり、その方々の蓄えた技術や能力、人脈を活かすということ

が、今日問われているところだと思っております。 

教育委員会といたしましては、地域や学校での有効活用の観点から、また、定年退職後

の生き方の観点から、ボランティア活動に積極的にご協力を頂けるよう、その仕組みや受

け皿づくりを進めなければならないと考えております。その方法の 1 つといたしまして、

人材バンク登録制度も有効なことであると考えております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 農林水産課長。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 環境問題ということで、３項目のうち２番と３番であります。まず、２番目の農地・水・

環境保全対策事業に、お答えいたします。平成１９年１月に事業実施要綱・要領案が国か

ら示されました。それによって鋭意、農林水産課としては、１３８集落、また区長会に対

して説明会を行なってまいりました。農地・水環境保全向上対策は、農用地・排水路・た

め池・農道等の資源の保全と、その資質の向上を図るため、それら資源を守る地域ぐるみ

の共同活動と、環境保全に向けた営農活動を支援することを目的とし、農業者だけでなく

地域住民、自治会、関係団体などが幅広く参画することで、農業・農村の基盤を支え、環

境の向上を図ることが目的であります。 

基礎支援水準は、水田で１反当たり４４００円、畑で１反当り２８００円であります。 

また、その費用負担の割合については、国が５０％、県が２５％、市が２５％という負担

割合でございます。平成１９年３月３０日付で、実施要綱・要領が制定されました。 

豊前市では、9 つの活動組織が誕生いたしました。協定農用地面積の集積は、合計で１

６９ｈａ。田畑の交付対象面積は１５５ｈａであります。 

それから、３番目の森林環境税に対する本市の今後の取り組みについて、お答えいたし

ます。平成１８年１２月、福岡県議会において、森林環境税条例が可決されました。 

平成１８年１２月２７日に公布され、また、平成１９年１０月５日付で、福岡県公報第

２７３５号において、同条例の施行期間を定める規則が公布され、平成２０年４月１日か

ら実施されることになりました。森林環境税は荒廃した森林を再生し、健全な状態で次世

代に引き継ぐために使われるということであります。具体的には、交付率は１００％とい

う事業であります。荒廃森林再生事業に市町村が事業主体となって取り組み、１５年以上、

手入れされず荒廃した森林の間伐・枝落し・除伐等により整備を行うものであります。 

本市においても、平成２０年度より、福岡県荒廃森林再生事業に取り組み、また森林組
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合等と協力して、荒廃森林の調査・施業を実施してまいりたいと考えておりますので、皆

様方のご支援・ご指導を賜りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○副議長 中村勇希君 

 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 観光の振興についてということで、岩屋地区の景観条例についての質問にお答えします。 

平成１６年 6月に景観法が策定されまして、平成１７年・１８年度に、教育課では文化庁

の補助によりまして、求菩提地区景観保存調査を行っております。このことにより当課で

は、平成１９年３月末に県知事の同意を受けて、同年５月１４日に景観行政団体になって

おります。現在、当課において、景観地区や景観計画を教育課と協議しながら、その素案

づくりをしております。年明けから景観計画、検討委員会、地元住民の説明会、ワークシ

ョップの開催を予定しておりますし、引き続き来年度も検討職員会、地元説明会等を開催

して景観計画を策定する計画であります。 

この景観計画によりまして、平成２１年度中に景観条例として提案を予定しております。 

この計画の対象は、主に求菩提山の文化的景観調査報告書といったものが資料となってお

りまして、区域については、大字鳥井畑から山手のほうを中心に計画区域となっておりま

す。この計画・条例が整備された後に、教育課で今後行われます求菩提の文化的景観の保

護を主な目的として、計画されていくということでございます。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 教育課長。 

○教育課長 阿部和徳君 

 まちづくり課長が言いましたように景観条例につきましては、平成１６年に景観法が施

行されまして、その中身は、風土に根ざして営まれてきた人の生活や暮らしを立てるため

の仕事の在り方を表す景観地を、文化的景観として保存活用するよう、文化財保護法の中

において、文化財として位置付けられたために、教育課としては、山岳修験道の遺跡とし

て歴史上、また学術上の価値が高い求菩提山山麓の区域を、文化的景観の対象として保護

する必要があるのではないかということで、景観法に基づく景観計画区域として調査して

事業を推進しております。先ほどまちづくり課長が言いましたように、地域住民と協議を

得て、景観条例の制定の必要があるのではないかと考えております。 

次に、文化財を取り込んだ観光ルートでありますが、各地域に点在する歴史的・文化的

遺産を、時代や項目別など様々な要素で分類を行い、系統立てて整理して演出を加えるな

どすれば、文化財を活用した観光ルートが可能であると考えております、 

平成１３年度に、求菩提山が国の史跡として指定を受け、翌年度に整備基本計画を作成

したわけですが、観光資源としての活用がその中で提言されております。 

それ以前の昭和５６年３月に、求菩提地区観光資源保護計画が作成されております。 
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その文化財を観光ルートが継承されておりますが、いずれにしても、問題となるのは誰が

整備し、今後、管理を行うかということが、最終的には論議の必要があるのではないかと

考えております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 それでは、自席から再質問いたします。最初に、バイオエネルギーについて、バス路線

で１０月からシャクナゲ号に使われているということで素晴らしいなと。我々もこれにつ

いて勉強させて頂きまして、朝倉の工場で出た廃油を使って、今、別会社でバイオ燃料に

して、９０円から１００円ぐらいで販売して、５０台の配送車に使われていると。 

２年ぐらい使われて、とても効果を出しているという話を聞かせて頂きました。 

今、課長からも話がありましたが、今ガソリン代があがって軽油がリッター１２０円ぐら

いということで、燃費等経費節減には月に２万円ぐらいということでよろしいでしょうか。

そういう経費節減にもなるし、環境についてもやさしいということですが、これからもパ

ッカー車に増やしていくということでよろしいでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 環境課も環境問題の責任パートナーでして、財務課長とも意見交換しておりますが、安

定的供給が可能であれば、これは尾澤議員もご存知と思いますが、軽油と混ぜると道路税

がかかると。完全にバイオ１本なら税金がかからないというシステムのようです。それで

混合ができないことになっていますので、安定的供給が絶対条件になります。こういった

ものが確保できれば、私どもとしては、積極的に取り組んでいきたいと考えております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 今、量がということで、現在、すずの家に委託して市の学校の給食、それから病院の食

堂とかで食油を回収して、１回に１００ℓで９０ℓの燃料が出来上がるということで、週３

回されているということで、これを３人の職員で動かしているということで、素晴らしい

雇用がそこで発生されているのではないかと思っております。 

今パッカー車にも利用するということでありますが、すずの家も量が足りてないと言わ

れていますが、例えば、そういうのをＰＲしながら、ＰＴＡとかで呼びかけして学校に持

ってきて頂きながら、ＰＴＡのほうに何か還元できるものがあれば還元していきながらリ

サイクル、それから環境についての勉強をして頂くという事業ができるのじゃないか。 

学校等の絡みもあると思いますが、豊前市全体でそういう環境に優しいまちづくりとい
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う形で呼びかけをしたらどうかなと思いますが、どうでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 やはりかけ声だけでは駄目だと思いますので、議員のご提言は十分に戦力になるご提言

だと私も思っております。すずの家の村上さんによりますと、どうしても、まだは廃食油

が足りない。それから家庭の場合は、管理が悪くて不純物が多いと。その場合、バイオに

使った場合、非常に課題が出てくるのじゃないかという心配をしてございました。 

しかし、これも案ずるより生むがやすしではなかろうかと考えておりますので、教育委

員会と連携をとれるものならとって、地域のＰＴＡの皆さんにそういうふうにして頂きま

すと、最終的に廃食油は固形化して燃やしたりしていますから、そういった部分も経費節

減になろうかと思いますので、いろんな面で検討する値打ちは十分あるのではないか。 

それから大型の事業所等については、積極的に協力してもらうように、何かいい手立て

は取れないか、商工会議所あたりとも意見交換する値打ちはあるのではなかろうかと思っ

ております。ご提言については、十分生かせる方向で頑張ってみたいと思いますので、ご

支援をお願い申し上げます。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 前向きに取り組んで頂きたいと思います。そういう形で多くの人達に呼びかけると不純

物が入ったりして、燃料タンクに溜まったりして替えていかなければいけないと。 

それから、菜種油とか結構いいやつは温度がそうでもないんですが、不純物、あまり油

のよくないやつは課長が言ったように、温度が６度以下に下がると着火点が悪くなってエ

ンジンがかからなくなるということもあります。今、流動点効果剤というのがあって、そ

れを使うことによって、ある程度は予防ができるんじゃないかと言われています。 

１６㎥で２万１０００円ぐらいで、リッターあたり１円か２円ぐらいのプラスでできる

ようなことを話していましたが、それでどんどんＰＲしていきながら、リサイクルしてい

きながらやってもらいたいと思っております。そして、例えば、それと合わせて豊前市で

職員も利用率が尐ないということを聞いておりますので、環境に優しいということで、週

のノーマイカーデーにバスに乗って頂いて出勤してもらうとか、そういうのを合わせて環

境について考える日をつくって頂ければありがたいと思いますが、どう思われますか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 その関連につきましては、村田議員の質問通告を頂いておりますので、その段階でお答
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えさせて頂きたいと思いますが、いずれも、いい提言ですので、前向きに取り組まなけれ

ばならないと思っております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 これからも民間、いろんな事業所等に呼びかけながら、また一般の方々にも開放できな

いか、今、結構、ガソリンや軽油が上がっていますので、こういうシステムができないの

か教えて頂きたいのですが。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 一般に開放できないのかというのは、何を開放できないというのか、ちょっと申し訳ご

ざいません。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 量ができれば一般の方にも給油ができるようなシステムができないのか。今ポリ容器に

入れていますかね。できれば１つのスタンド的なものをつくって頂いて、そこで給油がで

きないか、そういう所を民間の方々に開放できるか、そこまでいけるのか教えて頂きたい

と思います。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 すずの家の村上所長の話によりますと、圧倒的に生産量、要するに、たくさんの廃食油

がくれば可能だけれど、地域では菜種油を山間地につくって、それを循環させようという

動きもあるようでして、いろんな面で、今のあり方を変えていかなければならない時代も

来るのじゃないかと思いますので、いろんな面で議員のご提言については、今後の検討課

題ということで、生産量等の問題もありますので、検討させて頂き、その段階で上司とも

積極的に、そういうバイオのスタンド形式ができないのかということについても検討して

いきたいと思います。 

○７番 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 最後ですが、そういった形で研究を西日本工業大学とか、この前もシンポジウムで大学

教授がお話されていましたし、そういう方々に、官・民・産・学、合わせてそういうもの
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を検討課題に入れて頂いて、そういう材料を皆さんに開放できるようにして頂ければあり

がたいと思っておりますが、どうでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 もとより私ども尐数ではどうすることもできませんで、市民と共感を頂く中で、物事を

進めていかなければなりませんので、議員のご提言につきましては、十分生かさなければ

ならないと決意しております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 前向きにご検討頂きたいと思います。 

次に、農地・水・環境保全事業の分ですが、農林課長にお尋ねします。１３８集落の説明

会で 9つの集落が取り組むと、１６９ｈａと言われましたが、これについて、私はいい事

業だと思っています。私の地域も取り組みしようということで言ったんですが、なかなか

その後、前向きにいかなかったんですが、私としては尐ないのじゃないかと思っておりま

すが、どんな所に問題があるのか教えて頂きたいと思います。 

○７番 中村勇希君 

 農林水産課長。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 私ども説明会をして、１３８集落で農業政策についての座談会があります折に、この説

明をして１３８集落。また区長会の月例に参加しまして支援したわけですが、9 箇所と言

いましても、この中の団体としては、１箇所については角田中部土地改良区ということで

大きな面積を有しております。その土地改良区の５つの土地改良区が参加されていますの

で、9つと言われましても面積としては１集落だけではありません。何集落もまとまって、

これだけの面積、１５５ｈａということであります。 

問題点ですけれども、これは農業者だけではないという条件がついております。 

非農家とか、子ども会、婦人会、老人会、そういう方も参加型ということですけれども、

そこの所で非農家の方の理解がなかなか難しいということです。それが農業施設の管理と

いうのが大きな課題になっております。それと新聞等で出ましたが、制度の条件、要する

に書類づくりが参加を阻害しているところが大きくあります。それと書類上の作成につい

ては、パソコンということで国からフロッピーを頂いた中で製作するわけであります。 

また、そういう若い後継者が参加しないと、なかなか書類づくりが難しい。区長さんあ

たりということで代表とかなりますと、やはり高齢の方がいらっしゃいまして、不慣れの

方もありますので、そういうのが大きなネックになったと分析が出ております。 
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○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 うちのほうも課長が言いましたように、事業の計画書、報告書づくりが、かなりネック

になって取りやめた経過がありますので、今年９集落の方がやられるということで、執行

部もかなり応援して頂いて、この事業をどんどん前向きに進むようにして頂いて、次の世

代に残せる環境にしていくためにも必要ではないかと思っておりますので、執行部の応援

をお願いしたいと思います。 

 それから、森林環境税についても、来年度の事業で、まだ不透明な所もあるかと思いま

すが、荒れている森林ということで、我々も５年前から民間のローソンとか、いろんな補

助事業を頂きながら山に木を植えたりしておりますが、本当にイノシシとか鹿とかが食べ

て保全するのは大変ですが、こういうものを常に、森林組合、それから森林所有者と一丸

となって取り組んで頂きたいと。最初のスタートが、前の農地・水・環境事業と一緒です

が、執行部の応援がなければスムーズにいかないと思うので、ここのところを前向きによ

ろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、人材育成についてですが、今日も午前中、古川議員から職員の意識向上と

ありましたが、この前、私は八女市に視察に行きました。八女市は、若い市長になりまし

て市民と職員とのごたごたがあるということで、市長も職員の向上ということで言われて

いまして、我々も八女市役所に８時ごろ着きまして、ちょっと時間があったので市役所の

中を紹介者と一緒にずっと回ったんですが、ここでびっくりしたことがありました。 

男性職員が、大体の人が箒を持っているんですね。後は雑巾を持って庁舎を掃除してい

るんですね。一部トイレだけは業者委託していますが、後は全部交代で掃除をしている。

ぐるっと回ると大きな声で挨拶をされます。そういう、すごい印象、明るいイメージがあ

りました。８時半になると、各課全部、朝礼を行っていました。そして私は総合政策課の

２階を見させて頂きましたが、その課は３係ありまして２係がその部屋にありまして、１

係は地下にあると、なかなか意識が通じないので朝礼をして、そこで皆集まって、各課の

連絡事項を報告していました。簡単ではありますが、担当の当番がおりまして、進行して

各課に係より連絡事項を報告して、最後に課長より一言発言がありました。 

終わった後、課長に話を聞いたら、結構今までは、特に１係が地下にあったので連絡が

密に行かなかった。朝礼を行うことによって、常に皆さんが共通意識をもってやられる。

特に電話がかかってきたときに、誰々さんということで内容が分からなくても、いなかっ

たとしても内容は朝、朝礼しているから大体分かっているから、そういうところですぐ回

答ができるということです。そういうことで、職員の資質向上が図られているということ

で事例を出されましたが、総務課長、どう思われますか。 

○副議長 中村勇希 
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 総務課長。 

○総務課長 相本義親君 

 私ども挨拶ができないとか、きちっと掃除とか、規律ある職員としての部分で足りない

部分があるということは、よく聞き及ぶところでありまして、朝の掃除や朝礼は民間でも

殆どの事業所がやっているようですし、どうして、うちは当たり前にならないのかなと自

分を振り返ってみて反省するところでありまして、こういった問題も上司とよく相談して

導入できる所は導入するのも１つの手かなと思いますので、この件につきましては、関係

団体との協議もありますので、時間を頂ければと思っております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 豊前市の市役所というのは、地元のトップの企業だと思っています。そのトップの企業

が、そういう形で市民が来たときに挨拶とか、そういうことをやっていかないといけない

じゃないかと思っておりますので、朝礼をやることによって、１日のスタートのやる気を

起こさせるのじゃないか。課長が言ったように活力ある人づくりということが一番ネック

になってくるのじゃないか。若い職員もやりたいけれど何をやっていいか分からない。 

そのためにも朝礼をすることによって、自分もその課の中の１員だという形で発言とか

していけば、前向きにできるのじゃないかと思っておりますので、朝礼という形で導入し

て頂ければどうかなと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、人材バンク登録についてです。教育課長、特に学校の先生が、急に長期休

暇されたり学童保育ですね。今ずっとしていますが、夏の休みのときのシステムはどうい

うカリキュラムにしたらいいか、という学童保育の先生達もかなり悩んでいます。 

学校の先生を退職された方が、地域に入って何かやりたいという希望もあると思います

が、人材バンク登録によって、いろんな人材を発掘できると思います。また、地域づくり

にしても、そういう形でいろんな方に登録して頂く。それから、審議委員会なんかも、い

ろんな人も人材バンクに登録しておけば、すぐに活用できるのじゃないか。我々も地域づ

くりをやっていますが、よく市役所から、まちづくりのグループは、どういうグループで

すかと逆に聞かれますが、人材バンク登録をすることによって、常に皆さんがこういう人

が必要だと言われれば、すぐ引き出しができるんじゃないかと思いますが、そういう形で

人材バンク登録を前向きに取り組んで頂きたいと思いますが、教育長、何時ごろにされる

か教えて頂きたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 現在は、ボランティアの人材バンク登録制度という形で登録はしていませんが、各小学
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区では、その地域の方々が学校に足を運んで頂いて指導に当って頂くとか、或いは、いろ

んなことについて教えて頂くということは、今でもやっておりますが、国が来年度から約

２００億円のお金で、全国各地にボランティア本部などをつくって、学校への授業を手伝

うとか、或いは、登下校の安全を校区で守るというような、いろんなボランティアに参加

することができるボランティア本部をつくって登録する、という事業を国が全国的に考え

ているようです。 

 来年度につきましては、モデル的にやるということですので、豊前市でも、これは教育

委員会に限らず他の課とも連携する必要があろうかと思いますが、どういった所にどうい

う方がいらっしゃるかというような、分野別の登録については、教育委員会は勿論であり

ますが、学校とも協力しながら、そういう体制を考えていきたいと思っております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 特に、集中改革プランによって、民間といろんな方の連携が必要になってくると思うの

で、学校教育だけではなくて、まちづくりとか、いろんな所に関わるところがありますの

で、早急に人材バンクの登録をお願いしたいと思います。 

 最後に、観光振興についてお尋ねします。鳥井畑より上の方で、景観条例を作成中だと

いうことですが、特に、景観条例の中は分かりませんが、岩屋・鳥井畑のほうに行くと、

昔ながらのちゅうしゃくを景観条例というか、補助事業であそこを市が尐しでも補助して

頂きながらやっていくという制度はつくれないでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 教育課長。 

○教育課長 阿部和徳君 

 そういうのを含めて、一応、景観計画を立てております。ちなみに、平成１６年から教

育課としては、平成３３年度ぐらいまで計画して進めております。１６年度には、再整備

ということで求菩提山をしておりますし、１７年度は参道の災害復旧をしております。 

１８年度には求菩提山、如法寺も整備しております。一気にできませんので、平成３３

年まで順次整備をしようということで考えております。一応、景観計画の中で民家も含め

て、求菩提山の周辺の棚田も取り込んで、景観条例の中にうたい込もうと考えております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 分かりました。棚田も含めてちゅうしゃくも合わせて、そういう事業を行って頂ければ

本当に素晴らしい観光地になるのじゃないかと思っております。 

先ほども話したようにユズ祭り、魚祭り、民間主導型のイベントは結構、盛んに今年は
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入ってきたと思います。この前の京築文化と食の祭典と比較すると、あれは行政の主導型

でＰＲしたと思います。しかし入ってこなかった。しかしユズ祭りとか魚祭りは、すごい

人が集まってきた。どう違うのかなと、なんでかなという形で自分なりに考えたんですが、

やはり民間主導型で皆さんがＰＲして、口で何処でもＰＲしていったと。それと民間主導

型だと顔が見える。ユズ祭りにしても、そこで販売すると販売者の顔が見える観光という

ことができるので、そこからまた買った人が口コミでいい魚を買ったとか、ゆずを買った

とかという形でできると思いますが、行政がやると顔が見えないですよね。そういう形で

顔の見える観光資源という形で、ＰＲして頂きたいなと思っております。 

市長が言いましたように、かなりの観光者が豊前市に来るんですが、なかなか上まであ

がってきてないという状態があると思います。これは村の弁当とか言って、本に豊前市の

弁当がＰＲされていました。私もあれはいいことだなと思いました。テレビとかラジオ、

インターネット等もありますが、そういうマスコミの中でも、そういう観光地を題材にし

ている本にもＰＲして頂いけたらいいのじゃないかと思いますが、農林水産課長、どう思

いますか。 

○副議長 中村勇希君 

 農林水産課長。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 私もそのとおりだと思いますし、また豊前農林水産課としては、生産またそういう魚介

類を含めまして、そういう関係では是非ともできれば進めたいなとは思っております。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 昔の観光は、特に、団体バスとか大型バスでどんどん入ってきたと。今は観光するとか

体験するとか、触れ合うという観光に変わって小グループの方々が多くなってきていると。

今団塊の世代とかでお金を持っている人たちが、結構ゆっくりと滞在して観光したい、お

いしいものを食べたいという観光になっていると思いますが、そういう観光のニーズに合

うような、ある方の講演でじっくり旅をしたい、歴史をつぶさに知りたい、ボランティア

ガイドさんに、ゆっくりと、その地方の風土や文化まで説明して頂きながら旅行がしたい

という、こだわりのある観光客が増えているということですが、豊前市は、まさに、そう

いうものがたくさん埋もれているのじゃないかなというふうに思います。 

これを四季ごとに歴史とか体験できたりとか、そんなルートをつくって頂いて、モニタ

ー制度をやったらどうかなと、いろんな方にモニターになって頂いて、そこでまた波及し

て頂いて、いいもの悪いものを教えて頂くような観光ルートをつくって頂きたいと思いま

すが、どのように思われますか。 

○副議長 中村勇希君 
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 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

質問の内容は、特に、文化財を取り込んだ観光ルート化ということでしたので、この件

については、１５年３月に史跡求菩提山整備計画という報告書の中に、これは教育課がつ

くったんですが、景観計画の区域になりますが、自然の花と生物の楽しみ方、それから修

験の関係で、行者の信仰生活とか、里の暮らしの体験の関係とか、学校の総合学級の中の

体験学習でやっていこうというふうな、文化財を取り込んだ景観計画の中にあるようなコ

ースも設けられております。 

そういった中で、こられた方に意識調査をいたしまして、どういったコースが、この地

域にふさわしいかとか、後１日滞在、宿泊の滞在といったものも含めて、調査を１度やっ

てみてはどうかなと考えております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 高速道路が７年か８年に開通すると思います。その間の通過点にならないような観光づ

くりをやって頂いて、尐しでもたくさんの方が豊前市に立ち寄って頂いて、尐しでも良さ

を知って頂くようにして頂きたいと思いますので、観光ルートづくり、いろんな形のルー

トがあると思いますので、執行部も前向きに検討して頂きたいと思います。 

以上で終わります。 

○副議長 中村勇希君 

 尾澤満治議員の質問を終わります。 

ここで暫時休憩いたします。 

休憩 １４時４８分 

再開 １５時０７分 

○副議長 中村勇希君 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行します。宮田精一議員。 

○８番 宮田精一君 

 私は、今１２月議会におきまして、通告いたしました３項目について質問いたします。 

市長並びに執行部の積極的、前向きな答弁を期待いたします。 

 まず、最初に、医療・福祉・社会保障問題についてとして、後期高齢者医療制度の問題

点、平成１９年１月１６日付の厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長名の妊婦健

診に公費負担の充実を求めた厚生労働省通知について、及び乳幼児医療助成制度の３点に

わたって質問いたします。 

壇上からは、後期高齢者医療制度の問題点について、これは午前中の古川議員の質問と
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重なる部分もありますが、準備しておりますので質問いたします。残りの２問については、

自席より質問いたしますので、そのようにご準備をお願いいたします。 

 来年４月１日より７５歳以上の、いわゆる後期高齢者は、国民健康保険からも、子ども

の扶養で入っている健保組合などの社会保険からも脱退させられ、７５歳以上の後期高齢

者だけの保険制度に強制的に加入させられることになります。この保険がはじまると、７

５歳以上の高齢者は、毎月１人あたりの平均で、８１８４円の保険料を取られ、介護保険

料と合わせると負担は月当たり１万数千円になり、この２倍の額が２ヵ月に１回支給の月

に天引きされ、これが死ぬまで続くことになります。 

年金額が 1 月当たり１万５０００円以下の方、無年金の方は、お金を市役所や金融機関

の窓口に直接納めにいかなければならなくなります。もし滞納してしまった場合は、保険

証を取り上げられて資格証明書が発行され、病院でかかったお金全額を自己負担しなけれ

ばなりません。保険料が滞納になるくらいですから、病院にもいけなくなってします。 

今、日本では高過ぎる保険料のため、納めたくても納められない、いわゆる滞納世帯が

４８０万世帯もあり、病院にいけなくて手遅れになるというケースも出てきております。 

このように厳しく保険料を取り立てる一方で、医療の内容を差別し制限しようとしてお

ります。７５歳以上の人の診療報酬は包括払い、いわゆる定額制になり、上限を超えた治

療は病院の持ち出しになるので、良心的な病院ほど赤字になり、病院経営にも大きな影響

を及ぼします。ですから、仕方なく退院してもらったり、安上がりの粗末な治療しかでき

なくなります。まさに悪法の代表のような制度ですから、全日本民医連は勿論のこと、日

本医師会も、この制度は平成の姥捨て山と呼んで猛反対しております。高齢者の医療にお

金がかかるという理由だけで、新しく差別的な医療保険制度をつくることは許されません。 

 日本共産党は、老後も安心して暮らせる社会保障制度の確立を目指しております。 

今回のこのような世界に例のない老人差別の医療保険制度を中止・撤回させるために、国

政においても、地方政治においても、全力を上げて頑張ってまいります。 

そこで、この問題についての具体的な質問に入っていきたいと思います。 

先月、国民健康保険運営協議会が開催され、この中でいくつかの意見が出されました。 

その１つに、この制度は制度そのものが知られていないのだから、各地域で説明会のよう

なものを開くべきではないか、こういったものがありました。これに対して執行部は、説

明会を開いていきたい旨の答弁をいたしました。私も説明会の開催には賛成です。 

では、どのような形で、この説明会を開催していくのか、まず、この点をご説明ください。 

 次に、入札制度の改善について質問いたします。この問題については、連続して質問し

てまいりましたが、まだまだ改善の余地があるという立場から、今回も質問いたします。 

私は、先月１１月６日の議会研修で、栃木県足利市に行ってまいりました。今回の研修

の目的は主に２つのテーマ、入札制度の改善と指定管理者制度についてでした。 

入札制度で足利市は、豊前市と同じように条件付一般競争入札、正式には事後審査型条
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件付一般競争入札を採用し一定の成果をあげております。これまでの指名競争入札のとき

とは、平均落札率が９３％だったものが、条件付一般競争入札に制度を切り替えることに

より８８％に低下し、５％の税金の節約を果たしております。 

しかしながら、豊前市では同じような制度、市内業者に選定した一般競争入札、これも

条件付一般競争入札と呼んでいいと思いますが、9 月議会での入札結果報告を聞く限り、

あまり成果があがっているとは思いません。同じような制度を採用しているのに何故、足

利市では成果が上がり豊前市では成果が上がらないのか、真剣な分析が必要だと思います。 

そこで質問いたします。9 月議会以降、条件付一般競争入札で入札した件数及び落札率

をご答弁ください。また、この結果について、執行部としては、どのように評価している

のかも合わせてご答弁ください。 

 次に、１１月２９日付けの毎日新聞が報道した問題について質問いたします。 

新聞によれば豊前市発注工事、談合情報の業者落札、確認できずと近く契約と報道されて

おります。まず、この件の経緯について、ご報告をお願いいたします。 

 最後に、教育行政について質問いたします。今回は、教育環境、教室の冷暖房の問題と

全国一斉学力テストの問題について質問いたします。 

まず、教育環境、教室の冷暖房の問題ですが、この問題については、これまで私は何度

か質問いたしました。そのときの市長答弁で印象に残っているのは、暑いときは暑いなり

に云々といった言葉であります。こういった答弁にもかかわらず、冷房については保健室

から一般教室に広がりをみせ、暖房についても、対策が講じられてきたと思います。 

そこで質問いたします。現時点での豊前市立の小学校及び中学校の冷房及び暖房設備の

設置状況は、どのようになっているのか、ご答弁ください。 

次に、全国一斉学力テストの問題について質問いたします。１０月２４日に、結果が公

表された全国一斉学力テストは、今日の教育をめぐる深刻な事態の原因の１つである、過

度の競争主義と管理主義を特徴とする教育政策を、一層激化させる施策です。国民の批判

の高まりに、文部科学省は８月、通知で、改めて序列化や過度な競争につながらないよう

特段の配慮が必要と強調いたしました。同時に、市町村教育委員会と学校が、独自で公表

することは野放しにしております。全国一斉学力テストは、教育としてのテストとは異質

の行政調査であります。 

形骸化されたとはいえ、教育の地方自治は法的に明確で、政府文部科学省が自分達だけ

の権限で、一斉学力テストを実施することはできません。テストの主体は、あくまで市町

村教育委員会です。ですから、愛知県犬山市では実施しなかったわけです。従って結果公

表も、市町村教育委員会に権限があります。市独自の学力テストを実施し、夏休み前に公

表した福岡市では、成績を個別面談で父母に通知する際、子どもの順位を伝えたため〇〇

ちゃんは何番だったと、一気にクラス中に漏れて大騒ぎになったそうです。 

そこで質問いたします。私は、今回の全国一斉学力テストの結果について、学校序列化
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につながる、過度の競争につながる等の理由から結果公表はすべきではないと考えます。 

豊前市教育委員会の見解を伺います。これをもちまして壇上からの質問を終わります。 

市長並びに執行部の積極的、前向きな答弁を期待いたします。 

○副議長 中村勇希君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 宮田精一議員のご質問で、後期高齢者医療制度につきましては市民健康課長、入札制度

の改善につきましては副市長、冷暖房、また学力テストにつきましては教育長、教育課長

の答弁といたします。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 私は、２番目の入札制度の改善問題についての、お答をいたしたいと思います。 

現在、入札を執行しているわけですけれど、この現状と入札結果等について、お答えした

いと思います。今年 6 月から１０００万円以上の土木一式工事について、市内業者に限定

した条件付一般競争入札を一部で試行いたしております。この条件付一般競争入札は、入

札契約制度の透明性、公正性、競争性の一層の向上を図るため、資格条件を付し、受注希

望者を募って競争させる最も低い価格で入札したものを、契約の相手方として選定する方

法であります。 

この方法により、本年度７件の入札を実施しておりますが、平均落札率は９２．７％で

あります。質問の中で、その評価ということですけれども、私としては改善の方向にある

と評価しております。 

なお、先般、四郎丸・野田線のマスコミ情報談合という問題のご質問がありましたが、

この件については、財務課長のほうから答弁いたします。 

○副議長 中村勇希君 

 財務課長。 

○財務課長 池田直明君 

 では、四郎丸・野田線道路改良工事に伴う談合情報の経緯について、ご説明をいたしま

す。去る１１月２６日、月曜日、午前１１頃、匿名の電話にて、平成１９年１１月２７日

に行われます四郎丸・野田線道路改良９工事、入札参加業者は８社予定しておりましたが、

これについて、特定の業者が特定の金額で落札するとの談合情報が寄せられました。 

その後、２回、私どものほうに寄せられております。同一人物かどうか判断できない部

分もあります。また、次の日には、特定の新聞社にも寄せられたと聞いております。 

この対応ですが、匿名者からの情報でありましたが、一部に具体的な情報もありまして 

談合情報対応マニュアルという、県がつくっておるものに従いまして談合情報を調査し、
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全業者から事情聴取を行いました。その結果、談合の事実が確認できなかったため、全入

札予定者から談合を行っていない旨の誓約書の提出を求めました。更に、翌日、入札時に

は談合があった事実が判明した場合は、入札を無効にします、という旨の説明をして、更

に誓約書と合わせて工事費内訳書を提出させて確認しましたが、問題はなかったというこ

とで入札を開始しました。 

その結果、落札者は談合情報どおりの業者になったわけですが、落札金額が大きく違っ

ていたことで、落札率が８７．８５％だったことから、入札は適正に行われたと判断いた

しまして、入札を成立させることにいたしました。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 教育長。 

○教育長 森重高岑君 

 教育行政の２番目の全国学力テスト問題につきまして、ご回答申し上げます。 

全国学力・学習調査につきましては、公表については、市町村に任されているということ

ですが、豊前市といたしましては、過去の議会でも答弁いたしましたように、全く公表し

ないわけにいかないということで、公表を考えております。 

 しかし、公表の方法でありますが、国や県が申していますように、豊前市教育委員会と

しましては市町村間、或いは、学校間の序列化や、過度の競争につながる恐れのある平均

正答率などの数値や、個々の学校名を明らかにした公表は、学力調査本来の趣旨に沿わな

いために行いません。公表の仕方につきましては、全国平均と比較して、やや高いとか、

やや低いとか、同じ程度だというような表現で公表を考えております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 後期高齢者の医療制度の問題について、お答えいたします。 

後期高齢者医療制度については、議員ご案内のとおり、平成１８年６月の通常国会で成立

しました。その当時たくさんの法律が審議不十分のまま出されたのを記憶しています。 

平成１９年３月６日に、当議会で福岡県後期高齢者医療広域連合の設置について、とい

う議案を可決して頂きまして、福岡県後期高齢者医療広域連合が現在設置されております。 

その後７月３０日に、関係条例が整備されまして、先の１１月２２日に、保険料等の決

定がなされマスコミ等で公表されております。 

制度については、７５歳以上の国民１人ひとりが被保険者で、保険料が賦課されます。

原則として、年金から毎年保険料を差し引くということの内容になっております。 

金額等は、午前中、古川議員の質問にお答えしましたので、今後の豊前市の広報等の関

係で、再度質問がありましたので、その辺を説明したいと思います。 

平成２０年４月１日施行というのは決まっておりますから、それに向かって、今後広報
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していきますが、１月に市報でお知らせいたします。そして２月には、各公民館で担当と

私で説明して回りたいと思います。今回の制度については、７５歳以上全員に、保険料を

賦課すること、原則年金から徴収することから、所得の低い人には、非常に厳しい現実が

予想されると思います。議員指摘の資格証明書に関しましては、４月１日施行ですから、

全員保険証が手渡されます。 

実際に資格証明書ということになりますと、１年後ということになります。その間、市

町村が保険料の賦課徴収についての窓口を持つことになっておりますから、窓口でそれぞ

れ国民保険事業と同じように、相談に応じながら慎重に対応したいと思います。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 教育課長。 

○教育課長 阿部和徳君 

 教育行政の中の教育環境について、お答えいたします。現在、小学校１０校、中学校４

校、普通教室はすべて冷暖房は完備しております。教室の冷暖房につきましては、原則と

して冷房が７月１日から 9 月１０日まで、暖房については、１２月１日から翌年３月２０

日までということにしております。教室の温度は、夏場は２５から２８度、冬場について

は１８から２０度が望ましいということで、学校にお願いいたしております。 

また、天候の状況により調整できるようにお願いしたいとともに、定期的に換気を行っ

て、衛生上の管理に努めるよう通知しているところであります。その日の天候にもよりま

すが、最終授業は余熱を利用して節電に努めるよう、お願いいたしております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 では順を追って、再質問に入っていきたいと思います。まず、後期高齢者医療制度です

が、説明会を開くということで非常に重要なことだと思います。それで開催の形態ですが、

２月から各公民館ということですが、これは校区ごとになるから、大体１０箇所ぐらいで

すかね。開催予定回数とか、どのくらいになるでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 お尋ねのとおり、市の各公民館でいたしたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 では、現行の国保税との比較で質問させて頂きたいと思います。金額的には、午前中の

古川議員の質問もあったんですが、まず、均等割額が５万９３５円ですね。 
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それと所得割額が９．２４％。それと午前中８万３７４０円という数字が出ておりました

が、これは私の手元のデーターでは、軽減賦課後の１人あたりの保険料ということです。

これを１２で割れば６９７８円ですか。私が先ほど言った８１８４円という数字がありま

すが、これは軽減賦課後じゃなくて、その前ですね。１人当たりの保険料を計算すれば９

万８２１０円ですから、これを１２で割ると８１８４円と数字がなります。これが現在の

国保と比較してどうなるかということを聞きたいのですが、私の手元には、公的年金で２

０８万円の単身者の保険料が、各県ごとの数値が出ています。 

福岡県では、年額で１０万１７５０円、これを月額に直すと８４８０円、この数値は全

国１高いですよね。そういうデーターがあります。それでモデルケースで伺いたいのです

が、２０８万円の単身者の保険料の場合、これを後期高齢者医療制度の数値では、月額で

８４８０円になるわけですが、国保の場合は、こういう条件だったらいくらになるか、今

分かったら教えてほしいのですが、課長、答弁をお願いします。 

○副議長 中村勇希君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 その比較はしておりません。それから、２０８万円というのは私の手元にある内容と、

それから新聞等に書かれている内容と尐し金額が違います。先ほど言いました２０１万円

と公的な資料は、そういうことで流れておりますので若干違うと思います。 

ただ１番高い保険料に、その辺はなると思っています。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 また、そういう条件で計算できたら、後で結構ですから教えて頂きたいのですが、私も

いろんな資料とか新聞とか見たんですが、これまでいろんな試算がありますが、新しい制

度、つまり後期高齢者の保険料のほうが高くなるケースが非常に多いと思いますから、現

行の保険料、国保税を上回らないようにすべきじゃないかという立場です。これは減免の

関係で、後で合わせて質問したいと思いますので、意見として述べておきたいと思います。 

 次に、自治体ごとに、これは主体は広域連合になりますが、自治体ごとに減免ができる

仕組みが必要だと思いますが、手元に１０月１７日、第１０１回九州市長会の資料があり

ます。これには市長は参加されたと思いますが、この中の決議で、後期高齢者医療制度に

関する財政支援措置等について、という文書があります。これは採択されたと思いますが、

この中で５項目書いてありますが、２番目に、低所得者対策についてというのが、このよ

うな表現になっています。 

後期高齢者医療制度の被保険者が、経済的状況にかかわらず必要な医療を受けられるよ

う十分な低所得者対策を講じること、というふうになっています。これは市長会からです
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から、国に対する要望だろうと思いますが、これに対して、国は国保と同じ７割、５割、

２割の減免があるからいいじゃないかという主張だろうと思いますが、はっきりいってそ

れでは不十分だと私は思います。 

午前中も指摘がありましたが、凍結というのが出てきています。これは２点あります。 

７０歳から７４歳の窓口負担の１割から２割への引き上げを凍結すると。それと７５歳以

上の新たな後期高齢者医療制度における被扶養者からの保険料徴収、つまり今扶養になっ

ている方からは、当面、保険料を取らない、その後１割徴収するという部分が凍結ですが、

凍結は、いずれ時間がたてば解凍するわけですね。ですから、この問題は真剣に考えない

といけないのじゃないかと思うわけです。それで制度として、自治体で減免制度をつくる

のは可能なのかどうか、この点をお聞きします。 

○副議長 中村勇希君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 今、ご質問にありましたのは、国保の前期で７０歳から７４歳の件と、午前中、回答し

ました社会保険の件だと思いますが、その点については、はっきり言って広域連合という

１つの組織で保険者がそういうことになりますから、豊前市は保険者でありませんから、

その辺の補填ということは、まず自治体が独自に補填するというのは、制度としては非常

に難しいかと思います。その点は、事前に保険料の関係で介護保険が、県でもいろんな介

護保険の団体がありますが、非常に値段が違うということで、今回は、県で統一でという

話になっております。その中でも保険料を変えるかという話があります。 

それは医療が各市町村で違うのでという話がありましたが、そう大きな違いはないとい

うことで、県内一律の保険料ということで決定した経緯があります。そういう経過があり

ますから、議員ご質問の件は難しいかと今のところ思っております。ただ、これは全体が

確立したことではないので、今後、運用して行く中で、先ほど言いましたとおり全国市長

会の質問、要望事項とか、そういう件で若干変わってくる可能性もあります。 

ただ、今のところ４月１日施行に向けて新聞報道等でありますし、それから私どもの手

元に届いている資料の中では、それでいくということになっております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 制度として、そういうのをつくるのは難しいという答弁だったと思いますが、これはつ

くれるかつくれないかの話をしましたので、ちょっと否定的な答えだったと思いますが、

じゃ出来ないということであれば、市独自で福祉施策なり、そういう観点から考えて、補

助を何らかの形でとっていくということは考えられませんか、どうでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 
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 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 今申したとおり制度自体が完全に確立していませんし、これ自体が施行してみませんと、

１年経ってみませんと、どういう状態にあるか非常に難しいところであります。 

実際に議員が質問されるように危惧されるのは、１つは、私どももこの制度に関しまし

ては、実際、現実のところ７５歳以上で確か２３名ぐらいの滞納者がおります。 

そういうことで、それは殆どが年金者ということで、納められるとは思いますが、その

辺が最終的には、生活の困窮度に影響するかという点においては、非常に難しいところが

あろうかと思いますが、そういうデーターもありますから、制度として施行した後、実際

に、その前から相談に来るかも分かりませんが、施行した後、実際に年金にいくらという

形で引かれた段階で、窓口に来るのを想定しております。ですから、そういう内容を聞き

ながら対応はしていきたいと思いますが、今のところ市としての補助とかいう面は考えて

おりません。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 これは何らかの手当てをしないと特に、今扶養に入っている人は、今まで負担がなかっ

たのがいきなり負担が出るわけですから、その辺は、どうにか考えていかないといけない

と思いますので、引き続き福祉施策として今後、要求していくと思いますので、お願いし

たいと思います。それで先ほど言いました資格証明書の関係について、お聞きします。 

これは特別な配慮をしなければならないのじゃないかと思います。これまでは、国保の

関係では７５歳以上の方からは、短期保険証、資格証明書も発行することを禁止されてい

たわけです。でも今度のこの制度は、新しく後期高齢者にかわることによって、それがな

くなる。いわゆる後期高齢者７５歳以上であっても、資格証明書は発行される危険性があ

るわけです。実は１１月、私たち党としての会議を行ないまして、県の広域連合から来て

説明してレクチャーを受けました。その関係で資格証明書については、県は機械的には発

行したくない、やはり命の問題であるからというような話はされました。ですから、絶対

に機械的には発行してほしくないわけです。 

国保で私達が感じるのは、ちょっとどうかなと思う部分もありますので、その点につい

て最終的には、市が資格証明書を発行するかしないか、国保に関しては出してない自治体

もありますから、国保に関しては豊前市は残念ながら資格証明書を発行しています。 

だから、その辺をどう考えるのか、答弁をお願いしたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 
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 ご指摘のとおり、資格証明書等は毎月審査会を開いて審査しております。 

実際には、税務課から上がってくる内容で、税務課と市民健康課で話合をするんですが、

その中で払えるのに払ってないのじゃないかということについては、資格証明書というこ

とで決めております。最終的には副市長がやっておりますが、そういう意味で言えば、四

角四面にそういうことにはなっておらないと思います。 

それから言われたように、県から、その辺慎重にするようにという文書が来ております。

ですから、市としても、結果的に言えば、広域連合が保険者と言っても、実際に窓口を持

って賦課するのも徴収するのも市でやりなさい、ということになっておりますから、慎重

にならざるを得ないと思いますので、その辺はそういう具合にやっていきたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 今言われたように慎重にも慎重を期して対応してもらいたいと思います。 

もう１点、この問題で健康診断の関係について、お聞きします。福岡県では、健診事業は

他の県も殆ど実施の予定にはなっているようですが、それの自己負担の問題について、お

聞きします。県によっては自己負担がある場合とない場合があります。福岡県は丸がつい

ておりますから、自己負担があるということになっていると思いますが、これはあるとい

うことは有料だということだと思いますが、これはいくらで、どういうことになるのか、

ご説明をお願いしたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 お尋ねの件は、今、実施している健康診断の各地域で、うちの健康係が行っている健康

診断のことじゃないかと思いますが、今度新しく議員が言われるように、特定健診として

事業が位置付けられてなされるようになっております。ですから、その点で県で協議して

おります。実際に協議したけれども、県内で後期高齢者医療制度とは違いますから、一律

にはなっておりません。お金を１０００円から、ただという所も確か１箇所ぐらいあった

じゃないかと思います。そういうことで、ばらつきがあります。 

市としては、今まで取ってきましたから、要するに、これをただにしてやるというのは

非常に財政的に負担がかかるので、今までどおり有料ということにしたいという考え方を

今持っています。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 これは大きな負担にならないような立場で、私は要望をしておきます。 
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この問題で最後になりますが、意見になります。私自身、9 月議会までは、いわゆる制度

ができたから見直し充実という立場から発言してきました。しかし、この制度自体があま

りにもひどいと。ですから、立場としては、中止・撤回を求める立場で、今後は臨んでい

きたいと思います。 

実際に、例えば無年金で収入がゼロの方も、福岡県では、月額１２７３円の保険料を払

わなければならないという制度です。やはり、ただ凍結といった小手先の問題ではないと

私は思います。これは福島県の県議会では思想・信条・政党の枞を超えて、制度の中止を

求める意見書を採択しています。福岡県の場合も、各自治体でも、このような結果が出る

ような私自身運動していきたいと思っておりますので、意見として述べておきます。 

 次に、壇上から言いました妊婦健診の問題について質問いたします。 

平成１９年１月１６日付、厚生労働省雇用均等児童家庭局母子保健課長の通知の名前が、

妊婦健康診査の公費負担の望ましいあり方について、これは通告書に書いておりましたの

で、課長、まず、この通知は読まれましたか。 

それと、もう１点、現在の豊前市の妊婦健診は２回だと思いますが、この回数は間違い

ないですか。答弁をお願いします。 

○副議長 中村勇希君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 お尋ねのように１月１６日付の妊婦健康診査の公費負担が望ましいあり方について、と

いうことで文書がまいっております。内容については、平成１９年度地方財政措置で、妊

婦健康診査も含めた尐子化対策について、総額において拡充の措置がなされ、各市町村に

おいて、妊婦健診診査にかかる公費負担について、相当回数の増が可能となることから積

極的な取り組みが図られるよう、市町村に周知徹底をするよう通知がなされ、１０月福岡

県の医師会と県の保険担当者と、市町村の担当課長で意見交換を行ったところであります。 

そこで単価、健診の回数などが話し合われました。その中で、国の通知文書からは公費

負担受診回数の考え方については、１４回程度であるけれども、財政が厳しいので５回ぐ

らいは実施するのが、原則と考えるのじゃないかということはあります。 

ただ、妊婦健診の問題については、そのときのデーターで言いますと、各市町村ばらば

らで、実際には２回というのが一番多いようでした。実際、既に財政がいい苅田町とか北

九州市か福岡とかが５回やろうというような話を決定している所もあったようです。 

しかしながら、殆どの市町村が倍以上になりますと、非常に財政的に問題があるので、

実際に、その場で単価等県の医師会との半分交渉みたいな話で進んだんですが、要するに

最初が１万円、２回目から６０００円ということで、ほぼそれで決定しました。後から１

万円と６０００円でするという文書がきました。そういうことから、２回するとか、３回

するとかありますが、実際、豊前市では、２回を３回ぐらいにしたらどうかということで
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保健師さん等で打ち合わせをして、その程度でどうだろうかという話を今しております。 

今年も健診の人数を見ますと、大体１回目、２回目、最初が１７０と、その次が１８０で

したから、平均して１８０人ぐらいが検診を受けているのじゃないかと思います。 

そういう数字で動くとしますと、回数が増えることは、はっきり言って市の負担が増え

ます。確かに交付税措置をしていると言いましても、先ほど言いましたとおり総枞で尐子

化対策として全体でしていますよ、ということになりますから、それに対して、市町村が

そのままということにならないじゃないかと思います。財政課長も言いましたとおり税源

移譲の関係で税収が尐ないですから、その辺で私どももそんなに回数ができないのじゃな

いかということで、このくらいだったらということで、一応係とも検討の中で３回ぐらい

という案をつくっております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 今の答弁では、現行２回を３回にする、１回増やすという答弁だったと思いますが、こ

の文書の中身、特に、１の公費負担回数の考え方について、この中の(2)を読んでみると、

尐なくとも５回と考えられる云々、５回程度の公費負担を実施することが原則であると考

えられることとなっています。それで財政措置で、そういうことがされたというんですか

ら、これに従うべきじゃないかと私は考えるのですが、１回増やすことでどれぐらい予算

が必要ですか。それで回数を５回にするということは考えられませんか、どうでしょう。 

○副議長 中村勇希君 

 市民健康課長。 

○市民健康課長 鈴木正博君 

 先ほど言いますとおり、単価が１回当たり６０００円ということで福岡県は決定してお

ります。ですから、単純に言えば６０００円の１８０人ということになると思います。 

ただ一旦決めたら、ずっとそういうことになりますから、特に、今、豊前市の財政はマ

イナスでいっておりますので、ゼロでも難しいですから、そういうところで総体的な均衡

がありますから、そこだけ突出してということは非常に難しいのではないかと思います。 

私がこれを答えるのは、ちょっとどうかと思いますが、大体そういうことで各課長進め

ております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 通知では、こういう内容になっているということですから、じゃ市長に答弁をお願いし

たいのですが、やはりこの問題について、ちょっと論議すべきじゃないかと思うわけです。 

１回増えることは確かにプラスにはなりますが、国の指導まではいかないか知りませんが、
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こうしてほしいという要望ですから、５回という回数についてどう思われますか。 

○副議長 中村勇希君 

 市長。 

○市長 釜井健介君 

 ５回と言いたいのですけれども、今のところ議論していますが、課長が言ったように３

回止まりにしたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 この件については、１回プラスということで多尐は前進面はありますが、引き続き要望

していきたいと思います。 

１問目の最後になりますが、乳幼児医療費の支給制度は、これまで何回も質問してきま

した。入院については、就学前まで福岡県内の全自治体が拡大されましたが、通院につい

ては、まだばらつきがあるわけです。 

６６の自治体の内、就学前まで拡大しているのが北九州市とか、福岡市をはじめとして

１２自治体、５歳未満が飯塚市をはじめとする８自治体、４歳未満が春日市など１４自治

体。３歳未満が残りの３２、豊前市はこの中に入っていますが、何回か質問したうちに、

１歳引き上げるのに７００万円の費用が必要だという答弁があったわけですが、今日は、

尾家啓介議員は人口減尐に関連してという質問だったですし、明日は、山本議員が人口増

対策についてという質問をされるみたいですが、尐子化対策、今後、子どもが伸び伸び育

っていけるような環境づくりが必要だという立場から質問しますが、市長、これは１歳引

き上げるという決断はできませんか。 

○副議長 中村勇希君 

 市長。 

○市長 釜井健介君 

 今の今、そう言えればいいがなと思いますが、今の今は現状でいきたいと思っておりま

す。しかし、こういうことは継続的な検討ですから、鋭意検討はしていきたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 じゃ１問目は、これで終わります。２問目の入札制度の改善の問題について質問します。 

先ほど条件付一般競争入札の結果として、件数が７件で落札率が９２．７％という答弁が

ありました。評価としては、ちょっと前進したんじゃないかという答弁だったですね。 

9 月議会に聞いたんですが、この７件が９２．７％というのは、制度がスタートしてか

らの累計の数字でしょうか。 
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○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 累計でございます。 

○副市長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 9 月議会の時の発表では４件あったと。このうち２件が９５％、残りの２件が９６％だ

ったと。それ以降は３件あったわけですね。７件ということですから。それで９２．７と

いうのは、今回の新聞報道の分が８７．５％ですか。その数字が反映して若干下がったの

かなというような印象を受けるわけですが、私としては、それほど前進かなという、まだ

疑問が残ります。それでお尋ねします。 

足利市の場合、格付けとか発注基準とかつくっていますが、ＡＢＣの３ランクに分けて

いると。豊前市では、どういう格付けを行っているのでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 本市も足利市と同じ３ランクになっております。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 次に、入札の傾向ですが、足利市の場合、条件付一般競争入札は、平成１８年度が 9件

だったと。それが平成１９年度４月から 9月までの累計ですが、２６になって増える傾向

にあります。指名競争入札は、１８年度が２６７だったものが、４月から 9月の累計で１

１３ということで減る傾向にあるわけです。豊前市でも、今度制度ができましたから同じ

傾向が出ていると思いますが、この制度自体、先ほど副市長の答弁では、一部対象という

ことですが、今後、条件付一般競争入札と指名競争入札の関係、および構成比率はどうい

うふうに考えておられるでしょうか。 

○副市長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

今のところ１０００万円以上の工事について、条件付一般競争入札を実施しようというこ

とです。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 
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○８番 宮田精一君 

 では１０００万円以上の額であれば、すべてが対象になるという解釈でよろしいですか。 

○副市長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 これは工期の問題がございます。年度内に工期が終わらないということが発生しますの

で、これについては、予算の関係もありますので、すべてということにはならないと思い

ます。当面、試行という関係でやっていこうと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 では傾向としては、指名競争入札は減る方向、いわゆる市内業者に限定していますが、

条件付一般競争入札は増える方向性であるという解釈でよろしいわけですね。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 そのように理解してよろしいかと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 それで、足利市の事後審査は、最初の書類は簡単なやつらしいです。それで決定が出た

後調査して、この業者は大丈夫かどうかという審査をしていくという入札制度です。 

それで、入札方法として、郵便入札という形をとっています。談合というのは、どの業

者がどの工事に入札してくるのかが分かるから話合いができるわけですね。だから、これ

を分からないように、なくしていくという方向としては郵便入札であるとか、今コンピュ

ーター、パソコンが普及していますから、電子入札といったものが考えられると思います

が、そういうことの導入については、どのようにお考えでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 議員の言われるように入札には電子入札、郵便入札等ありますが、電子入札については、

大分県の中津市もやっておりますが、しかし電子入札については、ソフト等、経費が高く

なります。もう一方の郵便入札については、今後は導入する方向で、今後、検討すべきだ

ろうと思っております。 

○副議長 中村勇希君 
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 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 尐しずつでも改善していくべきだという立場ですから、また更なる改善を要望しておき

ます。それで新聞の談合報道についてですが、先ほど課長から経過説明して頂きました。 

これは予定価格が１７７０万円、寄せられた情報では、ある業者が１６８０万円で落札

するだろうと。パーセントで見ると９４．９％ぐらいですね。ところが結果としては、落

札金額は１５５０万円、これは８７．８５ですか、私計算したら８７．５７ぐらいになっ

たと思いますが、ちょっと違いますが、最低制限価格は１２４０万円だったと。この問題

については、２つの考え方があるかと思います。 

まず、第 1 点目としては、情報自体が、いわゆる、がせねただったという判断。 

もう１点が談合情報があって、業者が呼び出されると。業者がカムフラージュのために、

予定していた金額と違う金額で入札した結果がこうなったと。豊前市としては、情報自体

が、いわゆる、がせねただったという判断をされたんでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 財務課長。 

○財務課長 池田直明君 

 談合情報につきましては、原則、匿名ではなく実名で私どもに寄せられれば、それにつ

いては本格的な調査をするということになりますが、今回は匿名であったということでご

ざいます。しかしながら、一部で具体的な業者の名前、落札金額、複数の情報が寄せられ

たということからみて、がせねたとも判断できず、今回、調査に入ったということであり

ます。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

時間がありませんので、最後に意見として、今回の結果としては、いわゆる情報で１６

８０万円ですか、でも実際には１５５０万円ということで、１３０万円ぐらい無駄な税金

を使わずに済んだということは、結果としては、こういう結果になったからよかったかな

と評価できるかもしれませんが、入札制度の透明性というのは、今後とも確保していかな

ければならないと思いますので、今後も、この改善については、是非、提案を続けていき

たいと思いますので、是非、改善をお願いしたいと思います。 

以上で私の質問を終わります。 

○副議長 中村勇希君 

 宮田精一議員の質問を終わります。 

これより関連質問に入ります。関連質問は答弁を含め１０分以内でお願いします。 

関連質問はありませんか。尾家啓介議員。 
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○１４番 尾家啓介君 

 今の公共工事の話ですが、財政課長、工事の予定表の公開はどういう具合にしてる。 

○副議長 中村勇希君 

 財務課長。 

○財務課長 池田直明君 

 年度のはじめ４月と１０月の２回に分けて、予定表をインターネット上で公表いたして

おります。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 工事の予定を公開して、最低制限価格を一緒に公示のときやると、最高と最低と両方公

開するでしょう。最低制限価格を公表すると、どうしても談合の危険性が増えるわけよ。 

だから、今、副市長は郵便入札を検討したいと。これは結構なことだと思う。だから郵

便入札をしながら、最低制限価格の事前公表をやめてやることが、透明性を求めていく上

で、ものすごいいいことと思うが、その辺どうなんですか。 

○副議長 中村勇希君 

 財務課長。 

○財務課長 池田直明君 

 私ども他市の状況等みておりますが、郵便入札でやる場合は、やはり上と下を情報公開

して、１回の入札で終わらせるという形でやっているような状況でございます。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 

 さっき足利市が出ていたけれど、足利市の場合は、条件付一般競争入札だけど、低入札

価格制度だから、当然、最低制限価格は公表してない。事後審査だから、そこでもって事

後審査でやりますという格好。豊前市は事後審査する必要はないけれど、最低制限価格を

公表しなくてやれば、まだまだ談合防止に役立つと思うけれど、副市長どうですか。 

○副議長 中村勇希君 

 副市長。 

○副市長 渡邊賢二君 

 議員の言われることも１つのあれと思いますが、これはちょっと、更に検討して実施す

るということで、ご理解頂きたいと思います。 

○副議長 中村勇希君 

 尾家議員。 

○１４番 尾家啓介君 
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 前向きに検討して頂きたいと思います。終わります。 

○副議長 中村勇希君 

 他にありませんか。吉永議員。 

○１６番 吉永宗彦君 

 爪丸議員さんの質問に関連してお尋ねします。人口減尐ということと合わせて、一方で

は企業誘致による人口増を図ろうとしているわけでありますが、１９年新しく立地して頂

いた企業の雇用者数は６４３人と言われたと思います。これは全体的な数でありましょう

から、豊前市民は、このうち何人ぐらいかということは分かりましょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 １９年度に１０社で６４３人で、市内従業者は２７６人となっておりまして、４３％に

なっております。 

○副議長 中村勇希君 

 吉永議員。 

○１６番 吉永宗彦君 

 ４０数％という、かなり高い率だと思います。それで、この豊前市の皆さんが立地企業

に就職するについて、行政として何か力添えすることはありますか。ありましたら参考ま

でに聞かせて頂きたい。 

○副議長 中村勇希君 

 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 企業が立地するというときは、立地協定を締結していくということになっております。

そういった中で、市の状況をつぶさにお話しながら、市内の従業者を増加させて頂くとい

う協力を極力お願いしていくということにしております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 吉永議員。 

○１６番 吉永宗彦君 

 １０社につきましては、それぞれ採用計画については、ハローワークを通した採用計画

でしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 概ねハローワークを通じましてしたものと、現時点では推察しております。 

(「終わります」の声あり) 
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○副議長 中村勇希君 

 他にありませんか。村田喜代子議員。 

○５番 村田喜代子君 

 尾澤議員の環境問題についての所で、市長から四季を通じて観光マップを作っていきた

いという返事がありましたが、これは早急につくっていくつもりでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

この観光ルートの関係については、先だって質問もありましたが、来年度はそういった

コース、ルートそういったものを検討していくということで関係の係と協議しております。

以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 どのような方式で、何か、コンサルに頼むのでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 まちづくり課長。 

○まちづくり課長 竹本賢一君 

 現在、コンサルまでお願いするということは考えておりません。職員の中でどういった

方法があるのか、どういった方法がいいのか、専門家にも問い合わせながら進めていきた

いと思っております。以上です。 

○副議長 中村勇希君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 以前、豊前市の模造紙の大きさで、３種類ぐらいつくりましたね。豊前市の職員がつく

ったんではないんですが、やはりできるならば、豊前市をよく知った職員たちの中から上

手につくって頂き、経費の節減をして頂きたいと思いました。この前のあれを見さして頂

いて、４０万円か５０万円かかったようなお話でしたが、そのようなことがないように、

できるだけ分かりやすく、楽しく見れるようなのをつくって頂きたいなと思いました。 

それから、豊前市職員の意識向上について、ということで議員が質問しておりましたが、

工事をするときに、一応、近隣にご挨拶等は必ずなさるのでしょうか。 

○副議長 中村勇希君 

 建設課長。 

○建設課長 平松義則君 

 地元の区長さんと、その沿線の土地を持っている方には挨拶しております。 
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○副議長 中村勇希君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 これは関連になるでしようか。 

○副議長 中村勇希君 

 ならないでしょうね。 

○５番 村田喜代子君 

 分かりました。内容は言いませんが、人道的な対応をしていくのも、意識向上に、また

後々の問題にならないで、いい方向でスムーズに進んでいくと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○副議長 中村勇希君 

 他にありませんか。 

(「なし」の声あり) 

他にないようです。本日の一般質問をこれで終わります。 

本日の日程はすべて終了いたしました。よって、本日はこれにて散会いたします。 

散会 １６時１８分 

 


